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目次

外 … 休日外科当番医
午前10時～午後4時

歯… 休日歯科当番医
午前９時～午後１時

児 … 小児救急診療
午前９時～午後３時

2月16日
第93号

大仙市の行事予定

2月16日月 ～ 3月7日土

休日救急医療（仙北組合総合病院内） ※日曜日・祝日・年末年始
☎ 0187-63-2111　■内科・小児科　■午前９時～午後３時

今号の表紙

節分 ̶ 悪い鬼を追い払おう

　２月３日、かみ

おか幼稚園・神

岡保育園（以下

神岡幼保）で、園

児による節分行

事が行われまし

た。園児たちは

自分で作った鬼

の面を付け、豆

をまきながら悪

い鬼を追い払いました。神岡幼保は４月から市

初の認定こども園として運営を予定しています。

０歳から就学前までの子どもに幼稚園と保育園

の区別なく教育・保育を行い、子どもたちが小

学校教育にスムーズに移行できるよう、幼保が

連携した就学前教育を行っていきます。

定額給付金・新議長副議長 3

市役所からのお知らせ 12-14

◎ 農業委員会委員選挙人名簿の縦覧

◎ 大仙市国際交流協会設立記念講演会

◎ 農業振興情報センター研修生２次募集

◎ 教育委員会で各種臨時職員募集  ほか

広報見聞録 15-17

◎ 第 1回大仙市長杯争奪なぎなた大会
◎ 西仙北スマート IC 地区協議会を設立
◎ 第 55 回文化財防火デー
◎ 池田泰久さん紺綬褒章伝達式  ほか

健康の達人・市芸術文化賞 24-25

小規模修繕業者募集 26

地域情報・情報交差点 27-29

国民年金 18-19

健康通信 22-23

お便り・レシピ 20-21

20 金

26 木

19 木

4 水

火3

24 火

土7

月162／
太田行政相談■午前９時～■太田庁舎行政相談室
南外行政相談■午前 10時～■南外コミュニティセンター
大曲行政相談■午前 10時～■大曲庁舎市民ホール

17 火 中学校生徒海外派遣事業報告会
　■午後３時～■大曲交流センター

21 土

払田柵の冬まつり
　■午後１時～（蝦

か

夷
い

ほたる点灯は３時 30分～）■払田柵跡

話題作映画鑑賞会「まぼろしの邪馬台国」
　■午後１時30分～・６時30分～■中仙市民会館（1,000円～1,500円）

太田の火まつり■午後３時～■奥羽山荘西側広場
大仙市体育協会スポーツ賞授与式
　■午後４時 30分～■グランドパレス川端

日13／
外 仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  富永歯科医院（美郷町）☎ 0187-84-0123
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

22 日
外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
歯  船木歯科医院（神岡）☎ 0187-72-3222
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

18 水 介護予防講演会■午後１時 30分～■大曲中央公民館（無料）

水25 大曲地域市長面会日■午前 10時～■大曲庁舎市長面会室
大仙市長選挙立候補予定者説明会
　■午前 10時～■神岡福祉センター（神岡庁舎隣り）

27 金 第１回市議会定例会（初日）■午前 10時～■議場（大曲庁舎）

月23
農業委員会選挙人名簿の縦覧（～３月９日）
　■午前８時 30分～■選挙管理委員会事務局 ▼ P12

農業講演会「鳴子の米プロジェクト」
　■午後２時～■大曲エンパイヤホテル（無料）

月2 ペアーレ大仙オープン記念セレモニー
　■午前９時～■ペアーレ大仙前

5 木 介護予防講演会■午後１時～■中仙市民会館（無料）

6 金 介護予防講演会■午前 10時～■協和市民センター（無料）

28 土 大仙市国際交流協会設立記念講演会
　■午後２時～■グランドパレス川端（無料） ▼ P12

特集 小規模集落コミュニティ対策事業 4-11
輝き続ける
地域であるために「地域再生」
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　１月 16 日、平成 21 年第１
回市議会臨時会が行われ、新議

長に佐々木昌志氏、新副議長に

北村稔氏が選出されました。

　今回の議長選出は、１月６日

付けで大坂義德議長から議長職

の辞職願が提出されたために行

われたものです。

　第１回臨時会における正副議

長の選出に関する詳しい内容

は、今回の広報と一緒に配られ

た「市議会だより」をご覧くだ

さい。

第１回大仙市議会臨時会

正副議長を選出
新議長に 佐々木昌志 氏
新副議長に 北村稔 氏

佐
さ

々
さ

木
き

　昌
ま さ

　志
し

　氏
（60 歳・西仙北地域）

議長

北
き た

　村
む ら

　　稔
みのる

　氏
（67 歳・大曲地域）

副議長

子育て応援
特別手当金
　平成 20年度の緊急措置とし
て、幼児教育期（小学校就学前３

年間）の２人目以降の子に手当金

を支給します。基準日などの条件

は定額給付金と同じですが、対

象となる子どもの条件が異なりま

す。詳しくは問い合わせください。

◆支給対象／各世帯の中で平

成 14 年４月２日から 17 年
４月１日までに生まれた２人

目以降の子（平成２年４月２日

以降に生まれた子から１人目と

して数える）

◆支給額／１人 36,000 円
【問い合わせ】

 児童家庭課☎ 0187-63-1111
 内線 173 まで

　

市
で
は
、
定
額
給
付
金
事
業
の

実
施
に
伴
い
、
２
月
１
日
に
「
大

仙
市
定
額
給
付
金
対
策
本
部
」
を

設
置
し
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
ス

ム
ー
ズ
に
給
付
で
き
る
よ
う
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

定
額
給
付
金
事
業
は
、
景
気
後

退
下
で
の
住
民
の
不
安
に
対
処
す

る
た
め
、
生
活
支
援
と
地
域
経
済

対
策
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

給
付
の
開
始
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
な
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
定
額
給
付
金
に

つ
い
て
の
個
別
の
連
絡
は
現
在

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
定
額
給
付
金

を
よ
そ
お
っ
た
詐
欺
な
ど
に
は
、

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
給
付
に
つ
い
て
／
定
額
給
付
金

は
、
基
準
日
（
平
成
21
年
２
月

　振り込め詐欺の手口が巧妙化して

います。定額給付金のため、市や県、

国の機関が ATMの操作や手数料の

振り込み、家族構成、銀行口座など

を電話で聞くことは絶対にありませ

ん。そのような電話がきたり、不審

な郵便物が届いた場合は、迷わず次

の機関まで連絡ください。

【連絡先】

 各総合支所地域振興課

 消費生活相談所（女性センター）

 ☎ 0187-62-1713
 商業労政課

 ☎ 0187-63-1111 内線 252
 仙北地域振興局地域企画課

 ☎ 0187-63-5114
 大仙警察署☎ 0187-63-3355
 警察相談所☎＃ 9110 まで

１
日
）
に
住
所
が
あ
っ
た
市
区

町
村
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。

◆
給
付
対
象
／
①
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

①
基
準
日
に
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方

②
基
準
日
に
外
国
人
登
録
原
票
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
（
不
法
滞

在
者
、
短
期
滞
在
者
は
対
象
外
）

◆
給
付
額
／
一
人
１
万
２
千
円

（
基
準
日
に
65
歳
以
上
お
よ
び
18

歳
以
下
の
方
は
２
万
円
）

◆
給
付
方
法
／
世
帯
主
が
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
、
世
帯
分
を
ま
と

め
て
指
定
の
口
座
に
振
り
込
み

（
詳
し
く
は
今
後
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
】

 

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

 

総
合
政
策
課
地
域
政
策
班

 

☎
０
１
８
７
（
63
）
１
１
１
１

 

内
線
２
３
６
ま
で

現在までの内容をお知らせします

定額給付金
できるだけ早くスムーズに、親切に対応するため
2月に「大仙市定額給付金対策本部」を設置しました

基準日は平成 21 年 2月１日

定額給付金をよそおった

振り込め詐欺と
個人情報の詐欺

ご注意ください
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【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
危
機
】

　

地
域
に
お
け
る
基
礎
的
社
会
組
織
で

あ
る
「
集
落
」
は
、
古
い
時
代
か
ら

「
結ゆ
い

」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
互
助
制

度
や
冠
婚
葬
祭
、
生
活
道
路
の
管
理
と

い
っ
た
社
会
的
共
同
活
動
等
に
よ
り
生

活
基
盤
（
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）の
形
成
や
醸

成
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
当
市
だ
け
で
な
く
全
国
的

に
進
む
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
急

速
な
進
行
に
伴
い
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
機
能
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
、
共
同
体
意
識

を
持
っ
て
共
同
生
活
を
営
む
一
定
の
地

域
を
指
す
言
葉
で
あ
り
、
現
在
の
自
治

体
の
基
礎
単
位
で
す
。
地
域
社
会
の
元

気
さ
は
、
ま
ち
全
体
の
元
気
を
表
す
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
で
す
が
、
集
落
の
小
規
模

化
が
進
む
に
つ
れ
、
そ
の
機
能
や
活
性

化
が
低
下
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

19
年
に
市
が
実
施
し
た
集
落
（
町
内
会
）

状
況
の
内
部
調
査
で
は
、「
今
後
10
年

間
に
消
滅
す
る
集
落
は
な
い
」
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
65
歳
以
上

の
方
が
占
め
る
割
合
が
50
㌫
を
超
え
る

集
落
が
８
あ
る
な
ど
、
確
実
に
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

【
持
続
可
能
で
活
力
を
高
め
る
】

　

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
「
小
規
模
集

落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
対
策
事
業
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能

維
持
、
そ
し
て
再
生
を
図
り
、
地
域
活

性
化
に
向
け
た
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
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初
年
度
は
、
市
内
全
行
政
区
の
協
力

員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
高
齢
化
率
の
高

い
小
規
模
集
落
へ
の
戸
別
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
。
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

各
地
域
の
代
表
や
学
識
経
験
者
な
ど

13
人
で
構
成
さ
れ
た
「
小
規
模
集
落
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
対
策
会
議
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

対
策
会
議
で
は
「
持
続
可
能
な
集
落
」

「
集
落
住
民
の
活
力
を
高
め
る
」
よ
う

な
対
策
、
そ
し
て
、
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
提

言
（
中
間
提
言
）
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
21
年
度
も
こ
の
取
り
組
み
は
継

続
し
、
来
年
度
に
は
最
終
提
言
を
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

　

提
言
の
う
ち
、
す
ぐ
に
対
応
可
能
な

も
の
に
つ
い
て
は
担
当
課
所
、
地
域
協

議
会
で
対
応
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、

全
市
的
に
対
応
す
べ
き
こ
と
や
す
ぐ

に
対
応
で
き
な
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、

引
き
続
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
対
策
会
議
や

担
当
課
所
で
検
討
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
、

22
年
度
に
策
定
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
計

画
書
「
総
合
計
画
後
期
計
画
（
23
〜
27
年

度
）」
に
反
映
し
、
市
が
求
め
る
将
来
都

市
像
「
人
が
活い

き 

人
が
集
う 

夢
の
あ

る
田
園
交
流
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

　

特
集
で
は
、
市
が
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
先
進
的
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
団
体
、
対
策
会
議
の

中
間
提
言
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

Stay G
old  

輝
き
つ
づ
け
る
地
域
で
あ
る
た
め
に

「
地 

域 

再 
生
」あのころは物質的に決して豊じゃなかった
でも、今以上に一人一人が笑顔で輝いていた
そして地域が深い絆で結びついていた
有形無形の財産に囲まれるわがふるさと
しかし、地域の姿が変わろうとしている
地域に住む私たちの気持ちが変わろうとしている
だから今こそ考え、取り戻そう
「地域再生」
素朴さ、やさしさ、あったかさのある地域
暮らしやすさの原点がここにあるから
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増加
13.9％

変わらない　
15.1％

減っている
64.1％

無回答 6.9％
増加
9.7％
変わらない　

6.6％

減っている
77.0％

無回答 6.7％

減っている
10.6％

増加　　
70.7％

無回答 6.6％

変わらない　
12.1％

地
域
住
民
が
主
体
的
に
参
画
し
、

地
域
の
将
来
像
を
描
く
こ
と
が
起
点

　

市
内
の
多
く
の
行
政
区
（
集
落
・
町
内
）
で
は
、

10
年
前
と
比
べ
人
口
や
子
ど
も
が
減
少
し
て
い

る
反
面
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
増
え
て
お
り
、

人
口
減
と
少
子
高
齢
化
が
着
実
に
進
ん
で
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。（
設
問
①
）

　

ま
た
、
集
落
・
町
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

状
況
を
見
る
と
、
自
治
会
会
員
で
は
10
年
前
と

比
較
し
「
減
少
」
が
３
割
以
上
で
、「
変
化
な
し
」

も
４
割
近
く
を
占
め
ま
す
。
活
動
状
況
で
は「
停

滞
」
が
２
割
近
く
で
、
約
半
数
は
「
変
化
な
し
」

と
答
え
て
い
ま
す
。（
設
問
②
）

　

活
発
化
し
て
い
る
地
域
は
ご
く
わ
ず
か
で
、

多
く
の
集
落
・
町
内
で
は
自
治
会
や
各
組
織
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
積
極
的
に
参
加

し
よ
う
と
い
う
住
民
意
識
が
薄
れ
て
き
て
い
る

と
い
う
自
由
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
集
落・

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
は
、
地
域
住
民

が
地
域
の
現
実
を
受
け
止
め
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
明
確
に
し
な
が
ら
安
全
・
安
心
な
地
域
を

持
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
設
問
③
）

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
住
民
の
主
体
的
な
参

画
に
よ
る
話
し
合
い
に
よ
り
、
地
域
の
将
来
像

や
進
む
べ
き
方
向
性
を
描
く
こ
と
が
起
点
で
あ

り
、
集
落
・
地
域
の
こ
と
を
自
由
に
話
し
合
え

る
き
っ
か
け
づ
く
り
が
大
切
と
な
り
ま
す
。
住

民
、
市
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
等
が
相
乗
的
に
力
を

発
揮
し
、
課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
す
る
取
り
組

み
を
積
み
重
ね
て
、
住
む
人
が
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
持
続
可
能
な
集
落
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
再
生
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

行政区（集落・町内）現況調査
市内の行政区の現状・課題および
行政としての課題を把握し、コ
ミュニティ機能の低下が著しい集
落等の維持・再生に向けた指針や
支援策を検討・実施するためアン
ケートを実施。

調査対象／ 市内 653 行政区
（集落・町内会）

調査人数／ 行政協力員 872 人
 （１行政区に複数行政協力員

がいる場合は複数回答）

調査方法／ 郵送によるアンケート
調査

調査期間／ 平成 20 年 6 月 16 日
～ 30 日

調査項目／ ①回答者自身について
 ②立地、住居環境等の

状況
 ③コミュニティ活動状況
 ④問題点について
 ⑤動向、活性化について
 ５区分 26 項目
回収状況／ 669 人
 （回収率 76.7％）

① 10年前との行政区人口、子ども人口、高齢者人口の比較

③ 行政区（集落・町内）活性化に対する自由意見　　　　（一部）

② 集落・町内のコミュニティ活動状況

行政区（集落・町内）現況調査

会員数について
　増加……………………13.4％
　変化なし ………………38.1％
　減少……………………32.3％
　無回答 …………………16.2％
活動状況について
　活発化 …………………15.0％
　変化なし ………………48.0％
　停滞化 …………………18.0％
　無回答 …………………19.0％

10年前と比較した自治会の
会員数や活動状況変化
　自治会については右の結果の通り
だが、若妻会、婦人会等の女性組織、
老人クラブ等の高齢者組織、青年会
等の若者組織、そして伝統行事保存
会等の特定の目的を持った組織でも
会員数は減少傾向で、活動状況につ
いては変化なしという傾向だった。
　

◎ 地域で行うこと／話し合って互
助の精神を養うこと。行政と協
力すること／行政の財政がひっ
迫しており、創意工夫で地域に
あるものを活用していく。新し
い時代への対応／総合デザイン
を考え、地域の持ち味を生かす。

◎ 40・50代は休みを取ることが難
しく、集落の集まりや行事への
参加は難しい。

◎ 若い人たちが働く場（会社でも農業
でも）がもう少し整備充実すれば、
活性化につながるのでは。

◎ 他人と関わりを持ちたくないと
考える人が多くなってきている
が、反面、孤独でさびしい人た
ちもたくさんいる。地域の小さ
な集まりと人の頑張りが活性化
につながるのではないか。

◎ 農家が元気にならないと地域の
活性化はない。

行
政
区
人
口

子
ど
も
人
口

高
齢
者
人
口

※ 回答者の主観的な考えもあるため、
実状と異なる場合があります。

調査結果については、市のホームページ
をご覧ください。
http://www.city.daisen.akita.jp/content/
k/003/
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住み続けたい
82.0％

その他 3.3％
分からない

10.3％
他の地域に
移りたい 4.4％

「
住
み
続
け
た
い
」
と
思
う

こ
の
地
域
を
守
り
未
来
に
つ
な
ぐ

　

世
帯
人
数
は
「
２
人
」
が
一
番
多
く
、
次
い

で
「
３
人
」「
一
人
暮
ら
し
」
と
続
き
、
３
人

以
下
が
全
体
の
61
㌫
を
占
め
ま
す
。
ま
た
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
８
割

以
上
が「
い
る
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。（
設
問
①
）

　

後
継
者
、
跡
継
ぎ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、「
県

外
在
住
」
や
「
い
な
い
」
を
合
わ
せ
た
、
近
く

に
い
な
い
世
帯
が
約
３
分
の
１
を
占
め
て
い
ま

す
。（
設
問
②
）

　

生
活
必
需
品
の
購
入
に
「
自
家
用
車
を
使
用
」

が
８
割
以
上
で
、
車
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
常
生
活
で
不
便
と
感
じ
る
こ
と
は
、「
除

雪
」「
通
院
」「
買
い
物
」
の
順
で
し
た
。（
設
問
③
）

　

将
来
の
居
住
地
に
つ
い
て
は
、
８
割
以
上
が

「
今
の
場
所
に
住
み
続
け
た
い
」
と
回
答
。
そ

の
主
な
理
由
と
し
て
「
先
祖
伝
来
の
土
地
や
田

畑
を
守
る
」「
住
み
慣
れ
た
土
地
で
多
少
の
不

便
は
が
ま
ん
で
き
る
」「
現
在
地
に
満
足
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。（
設
問
⑤
）

　

自
治
体
の
基
礎
単
位
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
。
小
規
模
化
が
進
み
、
除
雪
や
病
院
通
い
、

買
い
物
な
ど
に
不
便
を
感
じ
る
も
の
の
、
多
く

の
人
が
「
住
み
続
け
た
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
地
域
や
集
落
の
活
性
化
に
効
果
の
あ

る
特
効
薬
的
な
対
策
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
国

で
は
多
く
の
事
例
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

事
例
を
参
考
に
、
状
況
に
応
じ
た
効
果
的
な
対

策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
維
持
や
活
性
化
と
い
っ
た
観
点

か
ら
だ
け
で
な
く
、
大
仙
市
の
持
つ
美
し
い
自

然
と
農
村
景
観
を
未
来
に
つ
な
ぐ
と
い
う
視
点

か
ら
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

小規模・高齢化集落現況調査
高齢化率が高く（40％以上）、お
おむね 20 戸以下の小規模集落の
全世帯を対象に、生活面や共同活
動等の課題を把握し、持続可能な
地域運営に向けた取り組みを目的
としてアンケートを実施。

調査対象／ 高齢化が高く世帯数が
20 戸以下の集落の全
世帯

調査人数／ 28 集落、375 世帯
調査方法／ 郵送によるアンケート

調査
調査期間／ 平成 20 年 6 月 16 日

～ 30 日
調査項目／ ①回答者自身について
 ②世帯の状況
 ③世帯の日常生活
 ④緊急時の対応
 ⑤行政等のサービス利

用状況
 ⑥将来の居住
 ⑦集落のコミュニティ

活動
 ７区分 24 項目
回収状況／ 272 世帯
 （回収率 72.5％）

② 後継者・跡継ぎ

一人いる
37.9％

いない　
13.6％

二人以上いる
45.2％

無回答 3.3％

① 世帯の人数や高齢者の状況

小規模・高齢化集落現況調査

一緒に住んでいる ………39.7％

同じ地域で生活 ………… 5.1％

市内で生活 ……………… 5.5％

県内で生活 ………………16.5％

県外で生活 ………………17.6％

いない………………… 13.2％

無回答…………………… 2.4％

③ 日常生活や緊急時の対応 ④ 将来の集落世帯数について

　日用品や食料品など生活必需品
の購入のための交通手段として、
82.4％が「自家用車」を利用と回答。
　日常生活における不便さについて
は、①雪下ろしや除排雪作業18.6％
②通院が大変16.0％③買い物が大変
14.5％の順だった。（複数回答）
　緊急時における対応は、55.9％が
「世帯（家族）内で対応」、20.2％が「親
せき、知人に相談」と回答している
が、「一人暮らしのため対応が難し
い」と4.8％が回答。

　「減少するがゼロにはならない」が
68.4％の半数以上で、次いで「おお
むね現状維持」17.3％、「ゼロの可
能性」6.6％と続く。
　活性化しながら存続していくため
の必要施策として、「自宅から通える
働く場の確保」「医療施設の充実」「住
民が互いに話し合い、交流を深める
機会の拡大」「福祉施設の充実」「災
害からの安全性」などが上位を占め
る。

⑤ 将来の居住地について

　「住み続けたい」と希望す
る方が８割を超えている。
　その理由としては、「先祖
伝来の土地等を守る必要」
が 40.8％、「住み慣れてい
るので不便でもがまんでき
る」31.8％、「現在地に満足」
21.5％と回答。

一人暮らし
13.2％

５人以上　
22.5％

３人　　
13.6％

4人　　
14.3％

２人　29.0％

無回答 2.2％世
帯
の
人
数

高
齢
者
の
状
況

特
集
／Stay G

old  　
「
地 

域 

再 

生
」
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住
民
意
見
を
行
政
に
届
け
る
こ
と

人 口減や少子高齢化が進む当
市。自治体の基礎単位とな

る自治会の小規模化や活動の停滞
も見受けられます。
　南外地域には42の自治会があ
ります。55歳以上の方が自治会の
中で45％以上占める集落が31あ
るなど、市内でも高齢化が顕著な
地域です。しかし、高齢化をマイ
ナスととらえるのではなく、高齢
者にもやさしく、豊かになるよう
な地域づくりに取り組んでいます。
　８市町村が合併して誕生した大
仙市。合併による不安の声が聞こ
えると話すのが、南外地域協議会
委員で中野地区の自治会長を務め
る今野幸蔵さん。
　「厳しい社会状況から、あきら
めムードのような感情が住民に働
いているのでは」と心配します。
　市では、地域住民の声を吸い上
げ、行政に反映させるために各地
域に「地域協議会」を設置。地域

に根ざした課題等について協議さ
れています。
　今野さんは「枠組みが変わった
大仙市において、住民の声を市政
に届けること、行政は埋もれそう
な〝声なき声〟に耳を傾けること
が大切」と指摘。また、住民は「自
分たちの将来あるべき姿を地域で
一緒に考えること。それが市政へ
の関心につながり、住民の意識改
革につながる」と考えます。
　南外地域では、地域協議会の役
割をより活性化させるために自治会
連絡協議会を設立しています。各
自治会で話し合われた内容を地域
協議会にスムーズに吸い上げ、協
議できることを目的としています。
　「まずは地域について個々が考
え、地域の声として行政に届ける
こと。そのことにより地域の特色、
個性を発揮したまちづくりが可能
ではないか」と力強く話してくれ
ました。

動き始めた　地域再生の動き
地域が輝き続けるための
お話をうかがいました

南外地域協議会
委員 今 野 幸 蔵 さん

（南外中野）

Profi le／こんの こうぞう
南外地域協議会、小規模集落
コミュニティ対策会議のメン
バーであり、地元自治会長。

S
ス テ イ

tay G
ゴ ー ル ド

old　とは
「輝き続ける」といった意味の言葉です
８地域が合併して誕生した大仙市には
有形無形の財産がたくさんあります
その輝きを見つける力、その音を聴き取る力
そんな力が私たちには必要なのかもしれません
合併から４年目を迎え
各地域では「地域再生」の動きが見え始めてきました
市民と行政の「協働」によるまちづくり
このことが大仙市の大きな課題です
しかし、「協働」と言われても
具体的に何をすればよいのか理解できないのでは…
難しいことではありません、まずは地域に目を向けること
そして、私たちの将来を地域で語り合うこと
そこから何かが変わるはずです
愛着ある「ふるさと」が未来永

えい

劫
ごう

輝き続けるため
私たちにできることが必ずあるはずです

市の花／コスモス
市の木／ケヤキ
市の鳥／カワセミ
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峰吉川ふるさと会
代表 今 野 キ ミ さん

（協和峰吉川）

旧
小
学
校
を
核
に
地
域
交
流

埋
も
れ
た
資
源
に
光
を
当
て
て

地       域のシンボル的存在であり、住民の心のよりどころ
である小学校。協和地域では、昨
年４月に６小学校が統合し新たな
小学校が新設されました。
　峰吉川小も統廃合となった一つ。
この地区では旧小学校での課外授
業の際に地域住民が「ふるさと先
生」として深く関わってきました。
　「子どもたちの笑顔やあいさつ
からたくさんの元気をいただきま
した。小学校の統廃合を知ったと
き、本当にさみしかった」と当時
を振り返るのは、ふるさと先生で
組織される「峰吉川ふるさと会」
の代表を務める今野キミさん。子
どもたちの親しみあふれる「キミ
さん」「ふるさと先生」といった呼
び声に元気をもらった一人です。
　子どもたちの姿が消えた校舎、
たくさんの思い出と元気をもらっ
た校舎を見るたびに、「何か恩返
しができないだろうか」と考える

ようになりました。花壇の植え付
けや除草管理、そして校内敷地で
の農作業、秋には収穫祭を開催す
るためメンバー約 40人に声をか
けました。
　教育委員会に相談し、５月には
約７㌃を借りて夏野菜や収穫祭用
の作物などを栽培。11月の収穫
祭には、旧峰吉川小児童や地域住
民など約 50人が集まり、豚汁や
おにぎりが振る舞われ、たくさん
の笑顔と一緒に味わいました。
　また、恩返しとして始めた活動は、
今では地域住民の社交の場に変わ
りつつあります。作業後の反省会
では、手料理を持ちより、世間話
に花が咲き、交流が深まります。
　「ふるさと先生は私たちや子ど
もたちにとって特別の存在。活
動を深めながら、子どもたちを含
めた地域住民がふれ合える機会を
作っていきたい」と今野さんは話
します。

花 館は昔から川との関わりが
深い地区。サケのふ化場が

あり、サケの捕獲、稚魚放流事業
が100年以上続いています。
　昨年、地区の歴史や文化、産業
などを核に活性化を図ろうと「花
館地区コミュニティ会議」を設立。
その副会長でサケ事業を担当する
のが、雄物川鮭

さけ

増殖漁業生産組合
５代目組合長である三浦尚さん。
　玉川橋下流のサケの捕獲施設
「ウライ」は幅約 100㍍で国内最
大級。そして海から約70㌔もの内
陸部で、このような事業が行われ
ているのは珍しいといいます。毎
年10月から12月まで漁が行われ、
採卵、ふ化、そして稚魚を放流し
ています。春先の稚魚放流や秋の
つかみ取り、ウライ見学会、鮭ま
つりなど、地域資源を活用した活
動を展開しています。
　川のそばに生まれ、小さなころ
から川に親しんできた三浦さんで

すが、サケの増殖事業についてあ
まり関心がなかったといいます。
「３代目として30年も組合長を務
めた亡き父の姿を見て育ったので、
逆にそうだったのでしょうか。し
かし、父が亡くなった年、ウライ
で目にした遡

そ

上
じょう

するサケの大群に
心揺さぶられた」と目を細めます。
また、昔から地域で行われてきた
サケや川ガニ漁など、子どもたち
に体験させたときの目の輝きや喜
ぶ顔に刺激されたといいます。
　「川には磨けば光る宝物がたく
さんあり、この感動を伝えたいと
いう気持ちになりました。今実施
している事業に、薫

くん

製
せい

、紅葉漬け、
サケのトバなど地区の特産品とし
て販売できないかと研究していま
す」と夢を語ります。
　自然豊かな大仙市。身近なとこ
ろにも地域活性化につながる、埋
もれた資源があることを三浦さん
は教えてくれました。

埋
も
埋
も
花 館は昔から川との関わりが

深い地区。サケのふ化場が
すが
まり

Stay GoldStay Gold 「地域再生」
特 集 ／

花館地区コミュニティ会議
副会長 三 浦   尚 さん

（花館間倉）

Profi le／こんの　きみ
旧峰吉川小学校の課外授業に
関わった一人。廃校校舎の管
理を通じて、地域の交流機会
を創出。

Profi le／みうら ひさし
100年以上続く花館地区の
サケのふ化放流事業。現在は
50年の歴史ある雄物川鮭増
殖漁業生産組合が守っている。
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１
月
29
日
、
小
規
模
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
対
策
会
議
か
ら
、
市
に

対
し
て
中
間
提
言
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
小

規
模
集
落
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け
た
提
言
。

　

集
落
の
活
性
化
を
高
め
て
い
く
「
活
性
化
対
策
」
と
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
て
い
く
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
集
落
機
能
維
持
な
ど
の「
生

活
対
策
」
の
２
つ
の
観
点
か
ら
の
手
立
て
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
提
言
を
受
け
ま
し
た
。

な せせ なな かか にに

集
落
活
性
化
の
た
め
の

「
活
性
化
対
策
」

と

集
落
機
能
維
持
の
た
め
の

「
生
活
対
策
」

　

対
策
会
議
で
は
、
市
が
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
参
考
に
し
な
が

ら
話
し
合
い
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

「
集
落
や
地
域
な
ど
の
活
性
化
を
考

え
る
上
で
重
要
視
す
る
べ
き
視
点
」

と
「
高
齢
者
が
多
い
小
規
模
集
落
等

に
対
す
る
対
策
を
講
じ
る
上
で
重
要

視
す
る
べ
き
視
点
」
を
基
本
と
し
、

集
落
の
活
性
化
を
高
め
て
い
く
「
活

性
化
対
策
」
と
住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

集
落
機
能
維
持
な
ど
の
「
生
活
対
策
」

の
２
つ
の
観
点
か
ら
、
課
題
解
決
に

向
け
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
時
間
的
制
約
な
ど
か

ら
、
対
応
策
・
解
決
策
な
ど
具
体
的

中
間
提
言

小
規
模
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
対
策
会
議
か
ら

「地域再生」
特 集 ／ Stay Gold
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おお おお きき なな

な
内
容
ま
で
進
展
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
し
た
が
、
各
委
員
か
ら
出
さ

れ
た
意
見
を
体
系
別
に
分
類
し
、
中

間
提
言
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
社
会
の
進

行
、
核
家
族
化
等
に
よ
り
地
域
や
集

落
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
や
地
域

活
動
の
沈
滞
化
、
担
い
手
の
固
定
化

な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
積
極

的
に
参
加
し
よ
う
と
い
う
住
民
意
識

が
薄
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
高
齢

者
の
健
康
や
生
活
の
維
持
、
除
排
雪
、

移
動
手
段
の
確
保
な
ど
と
い
っ
た
地

域
や
集
落
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

活
性
化
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
・
集
落

を
ど
の
よ
う
に
し
た
い
の
か
、
将
来

像
や
そ
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
ど
う

す
る
の
か
、
ま
ず
は
私
た
ち
住
民
が

主
体
的
に
自
由
に
話
し
合
う
こ
と
が

再
生
や
活
性
化
に
向
け
た
第
一
歩
で

す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
地
域

協
議
会
や
行
政
等
に
参
加
を
求
め
、

き
っ
か
け
づ
く
り
を
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

【
取
材
を
終
え
て
】

　

私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
何
げ
な
く
暮

ら
し
共
に
支
え
合
っ
て
き
た
集
落
。

親
か
ら
子
へ
と
受
け
継
が
れ
、
気
心

の
知
れ
た
近
隣
の
人
々
で
構
成
さ
れ

て
い
る
集
落
。
祭
典
や
冠
婚
葬
祭
を

は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
行
事
や
数
多
く

の
寄
り
合
い
の
場
を
通
じ
て
地
域
の

絆
を
深
め
て
き
た
集
落
―
。

　

現
在
の
大
仙
市
の
人
口
は
約

９
万
３
千
人
。
し
か
し
、
20
年
後
に

は
６
万
人
台
に
な
る
と
国
の
調
査
で

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
の
半
数
以
上
が
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
、
集
落
自
治
、
生
活
道
路

管
理
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
、
共
同
体
と

し
て
機
能
が
衰
え
、
や
が
て
消
滅
に

向
か
う
と
さ
れ
る
「
限
界
集
落
」。

　

市
内
に
は
「
限
界
集
落
」
は
存
在

し
ま
せ
ん
が
、
確
実
に
押
し
寄
せ
る

人
口
減
少
。
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
と

思
っ
て
い
る
間
に
、
事
態
は
確
実
に

深
刻
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
21
世
紀
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
「
持
続
可
能
」
と
い
う
言
葉
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

有
形
無
形
の
資
源
豊
富
な
、
わ
が

ふ
る
さ
と
。
素
朴
さ
、
や
さ
し
さ
、

あ
た
た
か
さ
、
暮
ら
し
や
す
さ
の
原

点
が
詰
ま
っ
た
こ
の
地
域
を
輝
か

せ
、
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
私

た
ち
に
は
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

は
じ
め
よ
う
「
地
域
再
生
」。

　

こ
こ
か
ら
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
…
。

【
特
集
／Stay Gold

「
地
域
再
生
」】

（
終
わ
り
）　　
　
　
　
文
：
広
報
担
当
（
し
）

市
で
実
施
し
た
「
小
規
模
・
高
齢
化
集

落
現
況
調
査
」
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www.city.daisen.akita.jp/
content/k/003/
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市民レベルで国際化へ取り組みます
大仙市国際交流協会設立記念講演会

　市と市民が一体となり、国際化と国際交流事業を推進する民間組織

「大仙市国際交流協会」が設立されます。

　設立を記念し、新聞やテレビでコラ

ムニストなどとして活躍しているジェラ

ルド・カーティスさんを講師に招いて

記念講演会を行いますので、ぜひお越

しください。講演は日本語で行います。

◆期日／２月 28日（土）
◆時間／【設立総会】午後２時～

【記念講演会】午後３時～

◆会場／グランドパレス川端

◆講演会講師／コロンビア大学 ジェ

ラルド・カーティス政治学教授

【問い合わせ】

 男女共同参画・交流推進課

 ☎ 0187-63-1111内線 295・296まで

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
で
調

製
し
た
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
」
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◆
期
間
／
２
月
23
日
（
月
）
か
ら

３
月
９
日
（
月
）
ま
で

◆
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

◆
会
場
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
神
岡
庁
舎
内
）

【
問
い
合
わ
せ
】

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

 

☎
０
１
８
７
（
72
）
２
１
６
７

 

☎
０
１
８
７
（
72
）
２
１
１
１

ま
で

2/ 28 土  

教
育
委
員
会
施
設
の

臨
時
職
員
を
募
集

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
資
格
／
60
歳
未
満
の
方

◆
定
員
／
各
１
人

◆
申
し
込
み
方
法
／
履
歴
書
（
写

真
貼
付
）
を
、
希
望
す
る
施
設

の
教
育
委
員
会
各
分
室
・
生
涯

学
習
課
へ
提
出
（
郵
送
可
）

◆
申
込
受
付
期
間
／
２
月
17
日

（
火
）
か
ら
24
日
（
火
）
ま
で

※
必
着

【
問
い
合
わ
せ
】

 

教
育
委
員
会
各
分
室

 

生
涯
学
習
課

 

☎
０
１
８
７
（
63
）
１
１
１
１

 

内
線
３
３
８
ま
で

職種 勤務時間等 賃金
問い合わせ
申し込み

神岡中央公民館
神清水分館事務補助員

１日８時間
（週３日）

日額 5,300 円 神岡分室
☎ 0187-72-2501

同上施設管理員 １回２時間程度 時給 660 円

西仙北スポーツセンター
事務補助員 １日８時間

（月 15 日） 日額 5,300 円
西仙北分室
☎ 0187-75-1115土川地区公民館事務補助員

西仙北緑地運動広場
施設管理員（11 月まで）

１日８時間
( 月 19 日程度） 日額 5,700 円

中
仙
公
民
館

鑓見内分館施設管理員

１日６時間
（週３日）

時給 710 円

中仙分室
☎ 0187-56-7200

清水分館施設管理員

豊川分館施設管理員

豊岡分館施設管理員

長野分館施設管理員 １回２時間程度 時給 660 円

中仙農業者トレーニング
センター施設管理員

同上 同上

サン・ビレッジ中仙清掃員 月 20 時間 時給 710 円

南外地域スクールバス
運転業務（要大型免許）

１日７時間 時給 910 円 南外分室
☎ 0187-74-2130

勤労青少年ホーム
事務補助員

１日７時間
（週４日）

時給 710 円
生涯学習課
☎ 0187-63-1111
内線 338

各種データ入力業務
情報システム課の
臨時職員を募集

　各種データエントリ業務（データ入力）

を行う臨時職員を募集します。選考は

面接で行い、面接の日程は後日申込者

に連絡します。

◆応募資格／データエントリ業務の経

験がある方

◆業務内容／機械的に処理できない

データをデータエントリマシンを

使って入力

◆採用人数／１人

◆雇用条件／

 期間＝４月１日（水）から９月 30 日
（水）まで

 勤務時間＝午前９時～午後４時

 賃金＝時給 760 円（通勤手当なし・雇
用保険あり）

 休日＝土曜・日曜日、祝日

◆申し込み方法／履歴書に写真を貼付

し提出（郵送可）

◆申込受付期限／２月 27 日（金）午後
５時※必着

【問い合わせ・申し込み】

 情報システム課

 ☎ 0187-63-1111 内線 134・135 まで
 〒 014-8601
 大仙市役所情報システム課（住所不要）

21
世
紀
の
地
方
と

国
際
交
流

演題

講演では、国際交流で大切にし

たいこと、外国人から見た伝統

的な日本の良さなどを話してい

ただきます。

コロンビア大学
ジェラルド・カーティス
政治学教授（1940年ニューヨーク生まれ）
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申
し
込
み
は
お
早
め
に

農
業
振
興
情
報
セ
ン
タ
ー

研
修
生
２
次
募
集

　

新
規
就
農
の
た
め
の
農
業
研
修

生
を
募
集
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
み
た
い
農

作
物
に
つ
い
て
、
栽
培
と
出
荷
を

体
験
し
、
知
識
・
技
術
を
習
得
す

る
実
践
研
修
で
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
の
お
お
む
ね

50
歳
未
満
で
研
修
終
了
後
に
市

内
で
農
業
を
営
む
方

◆
研
修
期
間
／
４
月
１
日
か
ら
平

成
22
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年

間
（
内
容
に
よ
り
、
２
年
の
研
修

と
す
る
こ
と
も
可
）

◆
研
修
場
所
／
大
仙
市
農
業
振
興

情
報
セ
ン
タ
ー
・
新
規
就
農
者

研
修
施
設
（
太
田
町
横
沢
）

◆
申
込
受
付
期
限
／
２
月
27
日

（
金
）

※
後
日
面
接
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

太
田
農
業
振
興
情
報
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
１
８
７
（
86
）
９
１
１
１

ま
で

神
岡
情
報
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員

Ｉ
Ｔ
指
導
員
の
募
集

　

神
岡
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
（
神

岡
庁
舎
内
）
の
Ｉ
Ｔ
講
習
会
で
、
指

導
や
相
談
を
行
う
指
導
員
を
募
集

し
ま
す
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

書
類
審
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

◆
職
種
・
募
集
人
数
／
Ｉ
Ｔ
講
習

会
の
指
導
員
・
１
人

◆
応
募
資
格
／
パ
ソ
コ
ン
操
作
に

精
通
し
、
講
習
会
等
で
講
師
経

験
の
あ
る
方

◆
雇
用
条
件
／

 

雇
用
期
間
＝
４
月
１
日
（
水
）

か
ら
９
月
30
日
（
水
）
ま
で

 

勤
務
時
間
＝
１
日
６
時
間
程
度

（
週
30
時
間
未
満
）

 

賃
金
＝
時
給
９
６
０
円

 

休
日
＝
土
・
日
曜
日
、
祝
日
（
休

日
や
夜
間
に
講
習
会
を
開
催
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
）

◆
申
し
込
み
方
法
／
履
歴
書
（
写

真
貼
付
）
を
神
岡
総
合
支
所
地

域
振
興
課
へ
提
出
（
郵
送
可
）

◆
申
込
受
付
期
限
／
３
月
６
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

神
岡
総
合
支
所
地
域
振
興
課

 

☎
０
１
８
７
（
72
）
４
６
０
１

 

ま
で

 

〒
０
１
９

－

１
７
０
１

 

大
仙
市
神
宮
寺
字
蓮
沼
16

－

３

児童館の臨時職員を
募集します
協和児童館・峰吉川
児童館の管理人

　協和地域の児童館管理人（臨時

職員）を募集します。児童館の管

理や児童（中学生以下）の育成・

指導を行います。

◆業務・人員／児童館の管理と児

童の指導・２人

◆応募資格／ 60 歳以下の心身共
に健全で児童福祉事業に理解と

熱意を持っている方

◆勤務場所／協和児童館・峰吉川

児童館

◆雇用条件／

 賃金＝時給６６０円

 勤務日＝火曜日から日曜日まで 

勤務時間＝午後１時～午後５時

◆申し込み方法／写真貼付の履歴

書１通を協和総合支所市民課へ

提出

◆申込受付期限／３月９日（月）

※当日必着

◆採用予定／４月１日 ( 水 ) から

【問い合わせ・申し込み】

 協和総合支所市民課

 ☎ 018-892-3691 まで

施設名 電話番号
介
護
員

調
理
員

事
務
員

パート 援
助
員
計看

護
介
護
調
理

洗
濯
清
掃

洗
濯

特別養護老人ホーム 峰山荘
〒019-2431 協和峰吉川字半仙29-90

018-
895-2236 4

人 3人 1人 1人 2人 11人

特別養護老人ホーム 福寿園
〒 019-1913 南外字湯神台 10

0187-
74-2121 4人 1人 5人

介護老人保健施設 八乙女荘
〒 014-0203 北長野字野口前 23

0187-
56-2888 4人 1人 2人 1人 8人

介護老人保健施設 幸寿園
〒 019-2335 強首字上野台 12-15

0187-
77-2226 4人 2人 6人

協和生活支援ハウス
〒019-2413 協和上淀川字中嶋33

018-
881-6121 1人 1人 2人

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
・
老
人
保
健
施
設
等

の
臨
時
職
員
を
募
集

　

市
内
各
施
設
の
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
１
人
に

つ
き
１
施
設
１
職
種
と
し
、
選
考

は
面
接
で
行
い
ま
す
。
面
接
日
は

申
込
者
に
後
日
連
絡
し
ま
す
。

◆
職
種
・
採
用
人
員
／
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い

◆
応
募
資
格
／
60
歳
未
満
で
高
齢

者
介
護
に
理
解
が
あ
り
、
通
勤

可
能
な
方

◆
雇
用
条
件
／

 

賃
金
＝
下
表
参
照
（
通
勤
手
当

な
し
）

 

勤
務
時
間
・
休
日
＝
施
設
や
職

種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
申
し

込
み
の
際
に
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
採
用
予
定
日
／
４
月
１
日（
水
）

◆
申
し
込
み
方
法
／
履
歴
書
（
写

真
貼
付
）
に
希
望
す
る
施
設
と

職
種
を
記
入
し
、
所
有
資
格
の

写
し
を
添
付
し
て
勤
務
を
希
望

す
る
各
施
設
に
直
接
ま
た
は
郵

送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
受
付
期
限
／
２
月
27
日

（
金
）
※
必
着

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

下
表
の
勤
務
希
望
の
施
設
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◆賃金（日額）／

 【介護員・調理員】6,200 円（介護
福祉士資格がある方は 7,000 円、調理
師資格のある方は 6,600 円）

 【事務員】5,300 円
 【看護師】7,400 円
 【援助員】5,700 円
◆パート賃金／時給 770 円（調理の
パートで調理師資格がある方は820円）
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教
育
委
員
会
で

各
種
臨
時
職
員
を
募
集

　

幼
稚
園
保
育
補
助
・
学
校
Ｉ
Ｃ

Ｔ
サ
ポ
ー
タ
ー
は
緊
急
雇
用
対
策

で
の
雇
用
た
め
、
市
内
の
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
雇
用
条
件
／

 

賃
金
＝
下
表
を
参
照

 

通
勤
手
当
＝
な
し

 

休
日
＝
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

◆
申
し
込
み
方
法
／
次
の
書
類
を

学
校
教
育
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い

①
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

②
応
募
票
（
学
校
教
育
課
に
あ
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

③
各
種
免
許
証
の
写
し

◆
申
込
受
付
期
限
／
下
表
を
参
照

◆
試
験
日
時
／
面
接
と
小
論
文
を

行
い
ま
す
。
詳
細
は
後
日
連
絡

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

学
校
教
育
課
（
大
曲
図
書
館
内
）

 

☎
０
１
８
７
（
63
）
１
１
１
１

 

内
線
３
４
０
ま
で

 

〒
０
１
４

－

０
０
６
２

 

大
仙
市
大
曲
上
栄
町
２

－

16

 
h

ttp
://w

w
w

.c
ity

.d
a

is
e

n
.

akita.jp/content/k/002/

保
育
士
・
調
理
員
・
看
護

師
・
運
転
手
公
立
保
育

所
の
臨
時
職
員
を
募
集

　

市
内
の
公
立
保
育
所
に
勤
務
す

る
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
選

考
は
面
接
で
行
い
ま
す
。

◆
職
種
／
保
育
士
、
調
理
員
、
看

護
師
、
運
転
手

◆
応
募
資
格
／

 

【
保
育
士
】
保
育
士
の
登
録
を

し
て
い
る
方

 

【
調
理
員
】
調
理
師
、
栄
養
士

免
許
の
あ
る
方

 

【
看
護
師
】
看
護
師
、
准
看
護

師
免
許
の
あ
る
方

 

【
運
転
手
】
大
型
免
許
の
あ
る

方

 

※
保
育
士
、
看
護
師
、
調
理
員
は

登
録
・
取
得
見
込
み
者
を
含
む

職種 幼稚園発達支援サポーター 幼稚園保育補助 学校 ICT サポーター

業務内容
募集人員

障害児の発達支援
若干名

園児の保育支援
１人

①ホームページ作成の助言、パソコンを使った授業や事
務作業の補助②パソコンと周辺機器、視聴覚機材等の簡
単な補修整備や廃棄手続きの支援・①②合わせて３人

応募資格
幼稚園教諭または
保育士免許のある方

幼稚園教諭免許の
ある方

①パソコン操作の指導経験のある方②パソコン機器等の
簡易な点検・修理経験のある方③家電製品の修理・電気
工事等の経験のある方※いずれかの経験がある方が望ましい

賃金 時給 760 円 時給 960 円

勤務日数 年間 190 日程度（１日７時間） ３月２日から平成 22 年３月 31 日まで（１日７時間・年間 260 日程度）

勤務場所 市立幼稚園 太田ひがし幼稚園 教育研究所（市内の学校に出向くこともあり）

申込受付期限 ３月６日（金）※必着 ２月 23 日（月）※必着

採用予定 ４月３日（金）から ３月２日（月）から

湯ノ又児童館管理人を募集

◆職種・定員／管理人・１人

◆応募資格／おおむね 60 歳未満の
方で、子育て支援と児童健全育成

に関心がある方

◆雇用条件／

 勤務日時＝

 【火曜日から金曜日】午後１時～５時

 【土曜・日曜日・祝日・児童の長期

休業中】午前８時30分～午後５時
 休日＝月曜日、お盆、年末年始

 賃金＝時給 660 円
 通勤手当＝なし

◆申し込み方法／履歴書に写真を貼

付し、南外総合支所市民課へ提出

◆採用予定／４月１日（水）

◆申込受付期限／３月９日（月）※必着

【問い合わせ・申し込み】

 南外総合支所市民課

 ☎ 0187-74-2113 まで

◆
雇
用
条
件
／

 

勤
務
時
間
＝

 

【
保
育
士
・
調
理
員
・
看
護
師
】

８
時
間
（
時
差
出
勤
あ
り
）

 

【
運
転
手
】
４
時
間
程
度

 

休
日
＝
日
曜
日
、
祝
日

 

勤
務
保
育
園
＝
神
岡
、
み
つ
ば
、

中
仙
西
、
淀
川
、
南
外
、
土
川

※
看
護
師
、
運
転
手
は
神
岡
保
育
園

 

賃
金
＝

 

【
保
育
士
・
調
理
員
】

 
日
額
６
千
１
０
０
円

 

【
看
護
師
】
日
額
６
千
５
０
０
円

 

【
運
転
手
】
時
給
９
１
０
円

 

通
勤
手
当
＝
な
し

◆
採
用
予
定
日
／
４
月
１
日
（
水
）

※
運
転
手
は
３
月
23
日
（
月
）

◆
申
し
込
み
方
法
／
必
要
書
類
を

児
童
家
庭
課
へ
提
出
（
郵
送
可
）

◆
必
要
書
類
／

①
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

② 【
保
育
士
】
保
育
士
証
の
写
し

 

【
調
理
員
】
調
理
師
免
許
証
の

写
し
、
ま
た
は
栄
養
士
免
許
証

の
写
し
【
看
護
師
】
看
護
師
免

許
証
の
写
し
、
ま
た
は
准
看
護

師
免
許
の
写
し
【
運
転
手
】
運

転
免
許
証
の
写
し

※
登
録
・
取
得
見
込
み
の
方
は
、
そ

れ
を
証
明
で
き
る
も
の

◆
申
込
受
付
期
限
／
３
月
６
日

（
金
）
※
必
着

◆
面
接
日
／
３
月
15
日
（
日
）

※
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

児
童
家
庭
課

 

☎
０
１
８
７
（
63
）
１
１
１
１

 

内
線
１
７
４
ま
で

 

〒
０
１
４

－

８
６
０
１

 

大
仙
市
大
曲
花
園
町
１
番
１
号
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第１回大仙市長杯争奪なぎなた大会
わか杉国体の感動を再び

　昨年度の秋田わか杉国体で当市を会場に行われた「な

ぎなた」競技。秋田県チームが少年女子演技の部、成年

試合競技の部で見事優勝を収めたあの感動を後世に伝え

ていこうと大仙市長杯争奪なぎなた大会が企画され、第

１回大会が２月８日、大曲武道館で行われました。

　大会には大曲なぎなたスポーツ少年団、大曲高校、大曲農業高校、盛岡第二高校が参加。共同

稽古と公開演武が行われた後、大曲なぎなたスポーツ少年団による個人試合、高校３校による団

体リーグ戦が行われました。結果は次の通りです。

【個人試合競技】▽優勝＝阿部萌▽２位＝吉田早紀▽３位＝草彅奎菜・藤嶋晴〈敬称略〉

【団体試合競技】▽優勝＝盛岡第二高校▽２位＝大曲農業高校▽３位＝大曲高校

　１月 23日、仙北地域老人クラブと婦人会で構成されている「あ
じさいキャンパス」のおたのしみ交流会が、仙北ふれあい文化

センターで行われました。

　今回は運動不足になりがちな冬に体を動かし、心も体もリフ

レッシュすることが目的。63 人の参加者は、タオルを使った運
動や五感を使ったゲーム、手をつないで大きな輪になってのリ

ズムダンスを楽しみ、笑顔で体を動かしました。

　その後、大仙警察署の高齢者交通安全アドバイザーを講師に

招いた交通安全学習会では、落語家の林家木久蔵さん（現・木久

扇）を主人公にした映画「笑って長寿、交通ルールを守って長寿」が上映されまし

た。参加者は高齢者こそ交通ルールを守らないと生命にかかわること、自転車や

歩行者の無理な飛び出しや横断が、事故の大きな要因であることを学習しました。

あじさいキャンパス事業「おたのしみ交流会」
心も体もリフレッシュ

タオルを使った運動で体を動かした参加者たち。

大仙市スポーツ少年団大曲支部運動適性テスト・交流会
スポーツを通して交流

　大仙市スポーツ少年団大曲支部運動適性テスト・交流会が１月 10
日、大曲体育館で行われ、大曲支部団員 331 人、指導者・保護者 105
人が参加しました。

　開会式では団員を代表して大曲レッドファイヤーズサッカースポー

ツ少年団の高橋大成さんが「ぼくたちはスポーツで健康な心と体を鍛

え、団員と交流を深めながら自分を磨きます」と誓いの言葉を述べま

した。

　午前中は運動適性テストとスポーツ障害検査、午後からはドッヂ

ビー（柔らかいフリスビーを使ったドッジボールのようなゲーム）を行い、

参加者は汗を流して交流を深めました。 参加者はドッヂビーを楽しみました。参加者はドッヂビーを楽しみました。

選手たちは日頃の練習で磨いた技を競い合いました。
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高畑少年消防クラブによる放水。
（古四王神社）

地元住民によるバケツリレー。
（唐松神社）

仙北地域親子スキー教室
親子で楽しんだスキー

　１月 17 日、18 日の２日間、仙北地域親子スキー教室が大
台スキー場で行われ、仙北地域の親子 11 組 23 人が参加し
ました。

　この教室は仙北公民館が主催で、スキーを通して親子の交

流を深めてほしいと企画されたもの。参加者はそれぞれのレ

ベルに合った班に分かれ、仙北スキー連盟の会員から、スキー

が早く上達できるコツなどの指導を受けました。

　天気にも恵まれ、参加した親子たちはスキーを思い切り楽

しみ、気持ちのいい汗をかいていました。晴天の中、スキーを楽しんだ参加者たち。

デンマークで社会福祉研修
西仙北高校生徒が研修報告

　毎年、社会福祉の研修で福祉の先進国であるデン

マークを訪問している西仙北高校（斎藤義春校長・生徒

数 308 人）。今年度の研修に参加した生徒４人が、１月

26日、研修の報告のため市役所を訪れました。
　西仙北高校のデンマーク社会福祉研修は今年で 11
回目。全校から参加者を募った結果、５人（２年生２人・

１年生３人）の生徒が参加し、福祉施設の見学、ホーム

ステイを体験しながら水準の高い福祉や異文化につい

て学んできました。

　同校は、毎年高齢者センターを訪問し施設に設置さ

れたノートに感想を書いてくるそうです。参加した生

徒たちは、遠いデンマークの地で先輩たちが残した

メッセージを読み「今後もこの研修を継続させていき

たいと思った」と話していました。

海
外
研
修
を
と
お
し
て
、
世
界
の
福
祉
に
触
れ
た
生
徒
た
ち
。

こ
の
体
験
を
将
来
に
生
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

西仙北 ICの利用促進を図る地区協議会を設立
ETC（自動料金収受システム）専用のICに

　２月６日、西仙北インターチェンジ（IC）の利用者増

と効果的な運営を図るため、市や地域住民、国、県、東

日本高速道路（株）の会員で構成された「西仙北スマー

トインターチェンジ地区協議会」が設立されました。

　西仙北 IC は、全国初のサービスエリア活用型 IC とし

て平成 14 年に運営を開始しましたが、通勤割り引きなど
のサービスが利用できるETCゲートが未設置なことなど

から年々利用台数が減少。管理コストの面などから国が

推進している無人のETC専用 IC（スマートインターチェ

ンジ）導入を目指しています。

　協議会は、西仙北 IC の利用促進に向け、ETC車載器取

付助成や周辺企業への通勤利用の呼びかけ、ラジオを使っ

た PR、商工会・JA・地域連携によるキャンペーンなどを

行い、１日約 100 台の利用増を目指すほか、国へ提出す
る「西仙北 IC 実施計画書」についても審議し、平成 22
年度の運用開始に向けて協議をすすめていきます。

　市でも、西仙北スマート IC の運用開始に併せ建設中の

道路の完成計画を早めるなど、IC の利用促進に向けた取

り組みを行っていきます。

西仙北 IC の利用促進のため、スマート IC 導入に向けて設立された

西仙北スマート IC 地区協議会。
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第55回文化財防火デー
地域の宝を守るため

　第 55回文化財防火デーに合わせ、１月 24日に唐松神社（協和地域）、25 日に古四王神社（大
曲地域）でそれぞれ文化財防火訓練が行われました。

　協和地域の「第 17 回唐松神社防火デー」では神社奥殿からの出火を想定。地元消防団に
よるポンプ車での放水や地元住民によるバケツリレーなどの消火訓練が行われました。

　訓練後、普段から神社の清掃活動などを行っている唐松神社敬神婦人会の今野ユキ会長は

「唐松神社は地域の大切な宝。もしもの時、

自分たちもできる限りのことをしたい」と

話してくれました。

　大曲地域の「第 22 回古四王堂火消しも
ちまつり」では神社拝殿からの出火を想定。

東大曲小学校児童で組織する高畑少年消防

クラブによる放水などの消火訓練が行われ

ました。訓練後には、子どもたちが元気に

もちつきを行い、会場を訪れた人たちに振

る舞われました。

　また、あわせて行われた東大曲小学校の

雪まつりでは、雪中田植えや天筆焼きなど

小正月行事を楽しみました。

高畑少年消防クラブによる放水。高畑少年消防クラブによる放水。
（古四王神社）（古四王神社）

地元住民によるバケツリレー。地元住民によるバケツリレー。
（唐松神社）（唐松神社）

交通安全はがきコンクール
届け！交通安全への願い

　大仙市交通安全対策協議会では、大曲地域の小学６年生 316 人を対象に交通安全は
がきコンクールを行い、交通安全啓発文を募集しました。応募作品は、大曲地域の無

作為に抽出された家庭に交通安全母の会大曲支部会員から送付され、交通安全を呼び

かけます。

　はがきの裏に交通安全啓発文を書き応募された作品は全部で 244 通。優秀賞には佐
藤あかりさんの作品「いよいよ冬本番 !! 冬になると道路が凍ってしまいます。道路が

凍ると、車はドライバーのいう事をききません。おじいちゃん、おばあちゃん、子供

達も十分に気をつけて歩きましょう。」が選ばれました。

各受賞者は次のとおりです。

【優秀賞】佐藤あかり【優良賞】有坂拓郎、進藤芽実、川越美香【入賞】荒川和希、

齊藤満実子、千葉沙希子、佐藤恵利加、伊藤汐音、伊藤優花、松岡和歌子、田口莉奈、

佐藤梨乃、佐藤茉優、藤田皓司、小松明寿香〈敬称略〉優秀賞の佐藤あかりさんの作品

池田泰久さん紺綬褒章伝達式
池田氏庭園の敷地・建物、寄付金を市に寄贈

　２月５日、国指定名勝「池田氏庭園」の指定地内

の土地と建物、および 3,000 万円を市に寄贈された
池田泰久さん（仙北地域）の紺綬褒章伝達式が市役

所で行われました。

　池田さんは池田家の 16 代目当主。池田氏庭園の末
永い保存と活用を願い、平成 19 年に所有する指定地
内の土地と建物（評価額 27 億円相当）、および支援
資金 3,000 万円を市に寄贈されました。
　昨年末に、公的機関に多額の私財を寄付したとい

う功績が認められ紺綬褒章を受章。栗林市長は、文

化的価値の庭園を後世に伝えていくことを約束しな

がら池田さんに感謝の言葉を述べました。 紺綬褒章を受賞した池田泰久さん（写真中央）



18



DAISEN City Public Relations 2009.2.1619



20

内訳／　感想 29　意見４　質問３　要望２

　表紙は、元旦に大平山山頂から見た市内を照らす御来光。
税制改正や平成 19 年度決算、予算の健全化比率、シリーズ
国保、消防出初め式などをお知らせした号でした。

１月16日号を振り返り

今回の応募総数は　38通

決
算
の
財
政
判
断
指
標
を
見

て
、
財
政
健
全
化
に
対
す

る
総
合
的
な
努
力
が
う
か
が
え
て

心
強
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

効
率
的
な
財
政
運
営
に
よ
る
行

政
の
進
展
を
望
み
ま
す
。

 

（
大
曲
地
域　

71
歳
男
性
）

決
算
を
見
て
、
市
の
台
所
の

現
状
が
今
の
と
こ
ろ
健
全

で
あ
る
と
知
り
ホ
ッ
と
し
ま
し

た
。
借
金
の
返
済
が
心
配
な
の
で

返
済
に
対
す
る
今
後
の
見
通
し
が

知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
神
岡
地
域
。
65
歳
男
性
）

決
算
報
告
が
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
市
の
財
政
状

況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
で
す

が
、
判
断
指
標
で
市
の
苦
労
が
う

か
が
え
ま
し
た
。
今
後
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

 

（
大
曲
地
域　

50
歳
女
性
）

平
成
19
年
度
決
算
で
は
、
財

政
状
況
が
健
全
と
の
こ
と

で
す
が
、
今
後
の
行
政
改
革
の
推

進
よ
り
も
財
政
状
況
を
厳
し
く
す

る
情
勢
が
悪
い
方
に
向
か
っ
て
い

る
気
が
し
ま
す
。
今
以
上
の
市
の

施
策
を
期
待
し
ま
す
。

 

（
大
曲
地
域　

51
歳
男
性
）

景
気
低
迷
に
よ
り
、
地
方
で

も
弱
者
を
切
り
捨
て
る
政

策
が
見
え
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
以

上
格
差
社
会
が
進
ま
な
い
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

 

（
大
曲
地
域　

66
歳
男
性
）

歯
止
め
の
か
か
ら
な
い
人
口

の
減
少
と
増
え
る
世
帯
数

か
ら
、
進
む
少
子
高
齢
化
に
よ
る

老
人
世
帯
の
増
加
が
心
配
に
な
り

ま
す
。

　

近
所
づ
き
あ
い
を
大
切
に
し
、

老
人
世
帯
を
助
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

（
大
曲
地
域　

59
歳
男
性
）

１
月
16
日
号
の
川
面
に
映
る

御
来
光
の
表
紙
。
元
旦
登

山
に
参
加
し
た
こ
と
の
を
思
い
出

し
、
山
頂
に
立
っ
て
い
る
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

 

（
大
曲
地
域　

71
歳
女
性
）

思
わ
ず
吸
い
込
ま
れ
て
し
ま

い
そ
う
な
御
来
光
の
美
し

さ
に
息
を
の
み
ま
し
た
。

　

夫
の
介
護
を
し
、
28
年
に
な
り

ま
す
。辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

市
内
に
差
し
込
む
希
望
の
光
を
見

て
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

 

（
大
曲
地
域　

66
歳
女
性
）

太
平
山
と
言
え
ば
秋
田
市
が

有
名
で
す
が
、
表
紙
の
大

平
山
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か
？

 

（
協
和
地
域　

65
歳
男
性
）

【
広
報
担
当
よ
り
】

大
平
山
は
、
大
曲
・
神
岡
・
南
外

の
境
に
位
置
す
る
標
高
３
８
７
・
６

㍍
の
山
で
す
。
山
頂
に
は
テ
レ
ビ

の
電
波
塔
（
大
曲
中
継
局
）
も
立

て
ら
れ
、
主
に
姫
神
公
園
・
蛭
川
・

南
外
の
三
つ
の
登
山
道
が
利
用
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

夏
に
大
平
山
を
登
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
私

は
姫
神
山
か
ら
市
内
を
眺
め
る
の

が
大
好
き
。
昔
か
ら
あ
る
姫
神
公

園
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

 

（
大
曲
地
域　

52
歳
女
性
）

市
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
制
度

が
あ
り
ま
す
が
、
一
番
あ
り

が
た
い
の
は
マ
ル
福
制
度
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
く
だ
さ
い
。

 

（
太
田
地
域　

36
歳
女
性
）

中
学
時
代
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
部
だ
っ
た
の
で
、
大
曲

中
・
花
館
小
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
部
が
全
国
大
会
で
入
賞
し
た
の

は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

 
（
協
和
地
域　

32
歳
女
性
）

郷
土
を
守
る
消
防
団
の
行
進

に
気
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
し
た
。
納
豆
汁
は
素
朴
で
具
だ

く
さ
ん
の
た
め
、
わ
が
家
の
人
気

メ
ニ
ュ
ー
。
今
度
お
店
で
も
食
べ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
大
曲
地
域　

81
歳
女
性
）

私
に
は
、
納
豆
汁
と
日
本
酒

が
最
高
の
ご
ち
そ
う
で
す
。

 

（
太
田
地
域　

50
歳
男
性
）

大
曲
の
納
豆
汁
の
記
事
を
読

み
ま
し
た
。
私
は
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
納
豆
汁
し
か
食
べ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
も
大
好
き
だ
け
ど
、
お
店
に

行
っ
て
鍋
将
軍
と
な
っ
た
納
豆
汁

も
食
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
大
曲
地
域　

25
歳
女
性
）

大
曲
の
納
豆
汁
が
第
14
代
鍋
将

軍
に
な
っ
た
こ
と
は
快
挙
で

す
。
１
月
16
日
号
の
男
前
な
料
理

レ
シ
ピ
「
や
ま
の
芋
汁
」
も
鍋
将

軍
に
挑
戦
し
て
は
ど
う
で
す
か
？

 

（
西
仙
北
地
域　

73
歳
男
性
）

レ
シ
ピ
の
コ
ー
ナ
ー
を
毎
回

参
考
に
し
て
い
ま
す
。
カ

ロ
リ
ー
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が

魅
力
の
一
つ
で
す
。

 

（
大
曲
地
域　

62
歳
女
性
）

1 16
平成21年1月16日

第91号

大曲山彦会の元
旦登山

大平山山頂から
の御来光大曲山彦会の元

旦登山

大 空 曙 光
　真新しい光の

しずく　わがま
ちを照らす
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Farm products08 米・エゴマ

大大地の恵みみ
おらほのおらほの畑畑のの
逸品逸品

５人の方々に図書カード
1,000円分が当たる

問　題

応募方法

発行号、答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、感想や市への質問など
を記入のうえ、総合政策課までお送りください。

広報クイズ

締め切りは　2 月 28 日（消印有効）

「お便り広場」はみなさんのページです。広報
クイズとあわせ、市政に対する質問・意見など
みなさんの遠慮のない声をお聞かせください。

あて先はこちらまで
〒 014-8601（住所不要）大仙市企画部総合政策課
手紙・ハガキ、FAX（0187-63-1119）
または Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）で
ご応募ください。なお、Eメールの場合は件名に「広
報クイズ応募」といれてください。

材料
米粉………………… 120g

薄力粉……………… 60g

無塩バター ………… 100g

砂糖………………… 40g

えごま ……………… 30g

卵（全卵） ………… 1個

作り方
① 常温に置き、使いやす

くした無塩バターをボウ

ルに入れクリーム状にし、

砂糖を加え白っぽくなるま

でかき混ぜる。

② 卵はよくかき混ぜてから、

①に少しずつ入れる。

③ えごまは、ザッと炒って、

すりつぶしたものを入れ

る。

④ 米粉と薄力粉はふるいに

かけて入れ、生地を固め

る。

⑤ ④をラップに包み、冷蔵

庫で2時間冷やす。

⑥ 生地を厚さ約 5㍉弱に伸

ばし、型抜きをし、170

度に熱したオーブンで18

分焼く。

甘さ控えめ、広がるえごまの風味

「えごまの米粉クッキー」

今回の匠
たく

味
み

 ／
神岡地区野菜直売所連絡会
竹 原 まゆみ さん（神宮寺八石）

健康食品として注目
されるシソ科の「えご

ま」。こがさないように炒っ
てください。また、卵は生
地にすり込むように、少し
ずつ加えてください。
子どもからお年寄りまで、
幅広く食べてもらいたいと
考えたメニューで、調理も
簡単ですので親子で挑戦し
てみてはいかがでしょうか。

ワン

ポイント

！！

神岡地域の野菜直売所
は 3つありますが、道の
駅「かみおか」にある直
売所は、お盆や正月以
外は年中無休で営業し
ています。地域の野菜や
米、豆類、漬け物、手
芸品などを販売していま
す。今回使用した米粉や
えごまも販売しています
ので、どうぞお立ち寄りく
ださい。

クククククククククククククク
みみみみみみみみみみみみみみなみなみなみなみなみなみなみなみななみみみみなみみなみみみみみみみみ

あああああああああああああああああああああああああてててあああああああててて
〒〒〒〒〒〒〒〒〒〒〒〒〒〒〒〒〒〒〒〒〒〒〒

小規模・高齢化集落現況調査では、何世帯を
対象にアンケートを行ったでしょう。

① 20世帯　　② 272 世帯　　③ 375 世帯

山
の
芋
汁
に
早
速
挑
戦
。
寒

い
冬
の
食
卓
が
あ
た
た
か

く
な
り
ま
し
た
。

　

表
紙
の
荘
厳
な
風
景
か
ら
、
新

年
の
喜
び
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

 

（
大
曲
地
域　

50
歳
女
性
）

風
邪
が
な
か
な
か
治
ら
ず
病

院
通
い
。
そ
ん
な
と
き
図

書
カ
ー
ド
が
当
た
り
、
な
ん
だ
か

嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
孫
に
何
か

買
っ
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

 
（
神
岡
地
域　

57
歳
女
性
）

市
内
の
雪
祭
り
情
報
を
た
く

さ
ん
教
え
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
情
報
を
元
に
今
年
も
い
ろ
い

ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
出
歩
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
寒
さ
な
ん
か
に
負
け

な
い
ぞ
！

 

（
神
岡
地
域　

22
歳
女
性
）

雪
が
少
な
い
の
で
助
か
っ
て

い
ま
す
。
私
に
は
毎
年
こ

れ
く
ら
い
の
量
で
十
分
で
す
。
ま

だ
２
月
・
３
月
と
あ
る
の
で
油
断

は
で
き
ま
せ
ん
ね
。

 

（
大
曲
地
域　

43
歳
女
性
）

家
庭
ご
み
の
有
料
化
が
始
ま

り
も
う
す
ぐ
１
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。わ
が
家
で
は
、

燃
や
せ
る
ご
み
は
約
半
分
に
、
燃

や
せ
な
い
ご
み
も
格
段
に
減
り
ま

し
た
。

　

た
だ
、
燃
や
せ
る
ご
み
に
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
が
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
回
収

す
る
計
画
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
が
少
な
く
な
れ
ば
、
燃

や
せ
る
ご
み
も
ず
い
ぶ
ん
減
る
と

思
う
の
で
す
が･･･

。

 

（
中
仙
地
域　

56
歳
女
性
）
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３
informationhealth
通信
健康母子手帳は、市内のどこの保健センターでも交付を受け

ることができます。
ポリオ集団予防接種、乳幼児健診等は、住所地以外で
の受診はできません。
「予防接種」・「乳幼児健診」・「離乳食教室」の時間は
受け付け時間です。

平成 20 年度の健康カレンダーを希望する方は
健康増進センター各分室まで

健康増進センター　☎0187-62-9301

■母子手帳交付日
日時／３月13日（金）・27日（金）
午前９時～ 11 時 30 分
■離乳食教室
対象／ 20 年９月・10 月生
日時／３月 19 日（木）
午前９時 45 分～ 10 時
会場／西仙北高齢者ふれあいセ
ンター

■乳幼児健康相談
日時／３月 25 日（水）
午前９時 30 分～ 11 時

■健康相談日
期日／３月 10 日（火）
時間・会場／
午前 10 時～ 11 時 30 分・
荒川福祉会館
午後１時 30 分～３時・協
和保健センター

■生命の貯蓄体操
日時／３月の毎週火曜日
午後１時 30 分～３時

協和
健康増進センター協和分室
☎ 018-892-2003
【会場／協和保健センター】

■母子手帳交付日
日時／３月６日（金）
午前９時～ 11 時 30 分
■離乳食教室
対象／ 20 年９月・10 月生
日時／３月 19 日（木）
午前９時 45 分～ 10 時
会場／西仙北高齢者ふれあいセ
ンター

西仙北
健康増進センター西仙北分室
☎ 0187-75-0476
【会場／西仙北庁舎】

■乳幼児健康相談
日時／３月 10 日（火）
午前９時～ 11 時 30 分
■健康相談・栄養相談
日時／３月２日（月）
午前９時～正午

神岡
健康増進センター神岡分室
☎ 0187-72-4606
【会場／神岡保健センター】

■母子手帳交付日
日時／３月４日（水）・18 日（水）
午前９時～ 11 時 30 分
■４カ月児健診
対象／ 20 年 10 月・11 月生
日時／３月５日（木）
午後０時 45 分～１時
■７カ月児健診
対象／ 20 年６月・７月生
日時／３月５日（木）
午後０時 45 分～１時

■離乳食教室
対象／ 20 年４月・５月生
日時／３月３日（火）
午前９時 45 分～ 10 時
■みんなの健康相談日
日時／３月４日（水）・18
日（水）
午前９時～ 11 時 30 分

■母子手帳交付日
日時／毎週木曜日
午前９時～午後４時

■ポリオ予防接種
対象／【１回目】20 年６月生
【２回目】19 年 12 月生
日時／３月６日（金）
午後０時 45 分～１時 15 分
■４カ月児健診
対象／ 20 年 11 月生
日時／３月 18 日（水）
午後０時 45 分～１時 15 分
■７カ月児健診
対象／ 20 年８月生
日時／３月 11 日（水）
午後０時 45 分～１時 15 分
■１歳６カ月児健診
対象／ 19 年８月生
日時／３月 10 日（火）
午後０時 45 分～１時 15 分

■２歳６カ月児歯科健診
対象／ 18 年９月生
日時／３月９日（月）
午後０時 45 分～１時
■３歳児健診
対象／ 17 年９月生
日時／３月 17 日（火）
午後０時 30 分～１時
■乳幼児健康相談
日時／３月４日（水）
午前９時 30 分～ 11 時
■成人健康相談
日時／３月 18 日（水）
午前９時30分～11時 30分

大曲
健康増進センター大曲分室
☎ 0187-62-1015
【会場／大曲保健センター】

南外
健康増進センター南外分室
☎ 0187-74-3007
【会場／南外コミュニティーセンター】

■母子手帳交付日
日時／３月４日（水）・18 日（水）
午前９時～ 11 時 30 分
■４カ月児健診
対象／ 20 年 10 月・11 月生
日時／３月 19 日（木）
午後０時 50 分～１時 10 分
■７カ月児健診
対象／ 20 年６月・７月生
日時／３月 19 日（木）
午後０時 50 分～１時 10 分

■離乳食教室
対象／ 20 年４月・５月生
日時／３月３日（火）
午前９時 45 分～ 10 時
会場／神岡保健センター

■健康相談日
日時／３月 18 日（水）
午前９時～ 11 時 30 分

■母子手帳交付日
日時／３月 10日（火）・24日（火）
午前９時～ 11 時 30 分
■２歳６カ月児歯科健診
対象／ 18 年７月～９月生
日時／３月 13 日（金）
午前９時～９時 15 分
■離乳食教室
対象／ 20 年 10 月・11 月生
日時／３月 19 日（木）
午前９時 30 分～９時 45 分

■乳幼児健康相談
日時／３月 26 日（木）
午前９時30分～11時 30分
■健康・栄養相談日
日時／３月 24 日（火）
午後１時～４時

太田
健康増進センター太田分室
☎ 0187-88-1313
【会場／太田保健センター】



※ 成分献血は採血終了まで１時間ほどかかるので、協力者をお待た
せしないよう予約制をとっています。予約・問い合わせは健康増
進センターまで。
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【問い合わせ】【問い合わせ】
健康増進センター各分室  健康増進センター各分室  
健康増進センター ☎ 0187-62-9301 まで健康増進センター ☎ 0187-62-9301 まで

健康増進センターから健康増進センターから
お知らせお知らせ

接種はすみましたか？
麻しん風しんの予防接種

　麻しん・風しんの予防接種は１歳と小学校入学前の

２回接種することになっています。

　２期・３期・４期の接種対象者で１回しか予防接種

を受けていないか、麻しん・風しんにかかったことの

ない方は実施期間が迫っていますので早めに接種しま

しょう。

■接種対象者／

１期　生後 12 カ月～ 24 カ月未満
２期　平成 14年４月２日～平成 15年４月１日生まれ
３期　平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれ

４期　平成２年４月２日～平成３年４月１日生まれ

■実施期間／

２期・３期・４期の定期予防接種としての実施期間は

３月31日までです。

妊婦健康診査のお知らせ
県外の医療機関で妊婦健康診査を受ける方も

助成の対象へ

　妊婦健診は、妊婦が安心して妊娠・出産をする環境

づくりのため、病院と協力しながら疾病の早期発見や

早期治療を目的に行われます。受診票の交付を受けた

方は医療機関で健診を受けてください。

　２月１日から、大仙市に住所がある方で、里帰り出

産のため県外の医療機関で妊婦健康診査を受ける方も

助成の対象となっています。

　県外で里帰り出産をする場合は健康増進センターま

でご連絡ください。詳細は問い合わせください。
（県内で出産する場合は県で統一された助成を受けることが

できます）

■対象／市内に住民票があり、里帰り出産のため県外

で妊婦健康診査を受診する方

■助成上限額／

【一般健診】6,000 円
【歯科健診】4,000 円
※上限を超えた分の金額は自己負担

■助成の対象／

妊婦一般健診と妊婦歯科健診

■申請方法／妊婦健診の受診票と領収書を健康増進セ

ンターに提出し申請してください。

■母子手帳交付日
日時／３月３日 (火 )・17 日（火）
午前９時～ 11 時 30 分
■７カ月児健診
対象／ 20 年７月・８月生
日時／３月６日（金）
午後１時～１時 15 分
■１歳６カ月児健診
対象／ 19 年８月・９月生
日時／３月 13 日（金）
午後１時～１時 15 分

中仙
健康増進センター中仙分室
☎ 0187-56-7211
【会場／中仙保健センター】

■２歳６カ月児歯科健診
対象／ 18 年８月・９月生
日時／３月 12 日（木）
午後１時～午後１時 15 分
■離乳食教室
対象／ 20 年９月・10 月生
日時／３月 10 日（火）
午前９時 45 分～ 10 時
会場／仙北保健センター

■健康相談日
日時／３月 23 日（月）
午後１時 30 分～３時

■母子手帳交付日
日時／３月２日（月）・16 日（月）
午前９時～ 11 時 30 分
■２歳６カ月児歯科健診
対象／ 18 年８月～９月生
日時／３月 12 日（木）
午後１時～１時 15 分
■３歳児健診
対象／ 17 年 10 月～ 12 月生
日時／３月 19 日（木）
午後１時～１時 15 分

仙北
健康増進センター仙北分室
☎ 0187-69-3800
【会場／仙北保健センター】

■離乳食教室
対象／ 20 年９月・10 月生
日時／３月 10 日（火）
午前９時 45 分～ 10 時
■乳幼児健康相談
日時／３月 10 日（火）
午前９時～ 11 時 30 分
■市民健康相談
日時／３月２日（月）・16
日（月）
午後１時～４時

期日 時間 会場

３日
（火）

全血

10:00 ～ 11:30 宮腰精機 ㈱ 国見工場
13:00 ～ 14:30 （株）伊達電器製作所秋田太田工場
15:00 ～ 16:00 太田保健センタ－

５日
（木）

全血

  9:30 ～ 10:40 エース光学 ㈱ 秋田工場
11:00 ～ 12:00 秋田県埋蔵文化財センター
13:10 ～ 14:30 仙北就業改善センタ－

14:50 ～ 16:00 （株）タニタハウジングウェア秋田工場

11日
（水）

全血

10:00 ～ 11:40 大曲交流センター
13:00 ～ 14:30 仙北建設業協会
14:50 ～ 16:00 光山電気工業 ㈱ 秋田工場

19日
（木）

全血

10:00 ～ 11:30 大曲仙北広域消防本部
12:50 ～ 13:40 （株）タカヤナギ本部

14:00 ～ 14:50 （株）大曲産業機械

15:10 ～ 16:00 県立大曲養護学校

25日
（水）

成分

10:00 ～ 12:00 東北農業研究センタ－水田利用部

13:00 ～ 16:00 仙北地域振興局・福祉環境部

30日
（月）

全血

10:00 ～ 11:50 フォーシ－ズン

13:30 ～ 16:00 セイコ－インスツル ㈱ 秋田事業所

献血日程３月の



健
康
の
達
人

Letter from Omagari-Semboku M
edical Association

M
aster of H

EALTH
.

大
曲
仙
北
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

パ
ソ
コ
ン
か
ら http://w

w
w
.om
agari-m

ed.or.jp

携
帯
電
話
か
ら http://w

w
w
.om
agari-m

ed.or.jp/i/

大
曲
仙
北
医
師
会
か
ら
の
便
り

健
康
の
達
人

Letter from Omagari-Semboku M
edical Association

M
aster of H

EALTH
.

大
曲
仙
北
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

パ
ソ
コ
ン
か
ら http://w

w
w
.om
agari-m

ed.or.jp

携
帯
電
話
か
ら http://w

w
w
.om
agari-m

ed.or.jp/i/

大
曲
仙
北
医
師
会
か
ら
の
便
り

24

大曲仙北医師会

花園病院泌尿器科

寺 邑　敏 彦 医師

大仙市大曲あけぼの町 9-26
☎ 0187-63-3100

干渉低周波治療装置

最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
広
告
な
ど

で
女
性
の
頻
尿
や
尿
失
禁
の
話
題

を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
頻

尿
や
尿
漏
れ
は
単
に
年
の
せ
い
と
は
限
ら

ず
、
病
気
に
よ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今

回
は
、
女
性
に
多
い
尿
漏
れ
、
頻
尿
を
き

た
す
二
つ
の
病
気
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

急
に
も
よ
お
し
抑
え
ら
れ
な
い
、
我
慢

で
き
な
い
強
い
尿
意
が
あ
り
、
頻
尿
と
夜

間
頻
尿
を
伴
う
状
態
。
ト
イ
レ
ま
で
我
慢

で
き
ず
漏
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
原
因
】
脳
と
膀
胱
・
尿
道
の
筋
肉
を
結

ぶ
神
経
の
障
害
に
よ
る
神
経
因
性
の
も
の

と
、
加
齢
や
出
産
に
よ
る
骨
盤
底
筋
の
異

常
や
、
原
因
の
特
定
で
き
な
い
非
神
経
因

性
の
も
の
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
治
療
】
薬
物
治
療
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
副
作
用
が
少
な
く
過
活
動
膀

胱
に
特
に
効
果
的
な
薬
が
い
く
つ
か
出
て

き
て
い
ま
す
。
他
に
、
生
活
指
導
や
、
後

述
の
骨
盤
底
筋
運
動
、
干
渉
低
周
波
療
法

も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

咳
、
く
し
ゃ
み
、
重
い
物
を
持
ち
上
げ

る
と
き
な
ど
、
お
腹
に
力
が
入
っ
た
と
き

に
尿
漏
れ
を
起
こ
す
状
態
。

【
原
因
】
尿
道
を
締
め
て
お
く
た
め
の
骨

盤
低
筋
群
の
働
き
が
弱
く
な
り
、
起
こ
り

ま
す
。
経
産
婦
の
方
に
多
く
、
高
齢
者
の

方
や
肥
満
の
方
に
も
見
ら
れ
ま
す
。

【
治
療
方
法
】
薬
物
療
法
、
行
動
療
法
、

理
学
療
法
、手
術
療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
行
動
療
法
と
し
て
の
骨
盤
底
筋

運
動
と
、
理
学
療
法
と
し
て
の
干
渉
低
周

波
療
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

骨
盤
底
筋
運
動

弱
っ
た
骨
盤
底
筋
を
鍛
え
、
筋
力
を
つ
け

る
こ
と
で
、
臓
器
が
下
が
る
の
を
防
ぎ
ま

す
。
ま
た
、
肛
門
や
腟
を
締
め
る
訓
練
を

す
る
こ
と
で
、
尿
道
を
締
め
る
こ
と
が
で

き
、
尿
漏
れ
の
症
状
を
改
善
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
過
活
動
膀
胱
に
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　

干
渉
低
周
波
療
法

下
腹
部
と
下
臀で

い

部
に
電
極
を
貼
り
、
体
内

で
生
じ
る
干
渉
低
周
波
電
流
を
用
い
て
膀

胱
及
び
膀
胱
周
辺
の
排
尿
筋
、
骨
盤
底
筋

群
に
刺
激
を
与

え
治
療
を
行
い

ま
す
。
腹
圧
性

尿
失
禁
や
頻
尿
、

尿
意
切
迫
感
な

ど
に
効
果
が
あ

り
、
副
作
用
は

ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。

頻
尿
や
尿
失
禁
は
こ
こ
で
挙
げ
た
病

気
以
外
で
も
生
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
治
療
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
症
状
が
改
善
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
か
一
つ
で
も
当
て

は
ま
る
症
状
が
あ
る
場
合
、
年
齢
の
せ
い

や
仕
方
な
い
こ
と
と
思
わ
ず
、
一
度
診
察

を
受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

過
活
動
膀
胱

腹
圧
性
尿
失
禁

～過活動膀胱と腹圧性尿失禁～

女性の頻尿・尿失禁について
Talk about Overactive Bladder and Stress Incontinence

Medical Chart  no.21
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大
仙
市
芸
術
文
化
賞
は
、
芸
術
文
化
活
動
に
貢
献
し
た
個
人

や
団
体
を
た
た
え
る
賞
で
、
市
内
の
芸
術
文
化
活
動
の
意
欲

を
高
め
、
活
動
の
奨
励
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

審
議
の
結
果
、
地
域
芸
術
文
化
活
動
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た

９
人
が
功
労
賞
、
奨
励
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
、
２
月
14
日
、

グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
川
端
で
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
回
大
仙
市

芸
術
文
化
賞

受
賞
者
の
紹
介

功
労
賞
８
人

奨
励
賞
１
人
を
選
出

三
み

 好
よし

 基
もと

 裕
ひろ

 さん
（大曲地域・74 歳）

【受賞理由】県南地域の
絵画の代表的団体「彩
友会」の活動を裏方か
ら支え、活躍されてい
ます。会のみならず地
域の絵画文化発展のた
めに 30年以上にもわた
り貢献された功労が認
められました。

功 

労 

賞

遠
えん

 藤
どう

 ヨ シ さん
（西仙北地域・86 歳）

【受賞理由】西仙北七宝
焼同好会の会長として、
30 年にわたり会員や学
校、福祉施設で七宝焼
の技術指導を行ってい
ます。七宝焼工芸の先
駆者として発展に尽力
された功労が認められ
ました。

功 

労 

賞

武
む

 藤
とう

　實
みのる

 さん
（大曲地域・79 歳）

【受賞理由】伝統的古典
芸能である大曲喜多会
の幹事長職を長年にわ
たり務められました。
会の 40周年記念誌を編
集し貴重な記録を後世
に残され、古典芸能の
継承に尽力された功績
が認められました。

功 

労 

賞

鈴
すず

 木
き

　操
みさお

 さん
（中仙地域・84 歳）

【受賞理由】日本画家と
して優れた技法による
作品は、県内外で高く
評価されています。長
年の絵画美術の創作活
動、後進への指導によ
る地域の芸術文化の振
興に尽力された功労が
認められました。

功 

労 

賞

瀧
たき

 澤
さわ

 喜
き

 義
よし

 さん
（協和地域・85 歳）

【受賞理由】俳句の大家
として指導に尽力され、
県俳壇に多くの作家を
輩出しています。市内
外の俳句大会の講師、
撰者のほか、生涯学習
の振興にも成果を上げ
た功労が認められまし
た。

功 

労 

賞

高
たか

 橋
はし

 節
せつ

 子
こ

 さん
（太田地域・66 歳）

【受賞理由】秋田おはら
節全国大会では審査員
を務め、ゲストとして
歌声を披露するなど、
民謡の正しい継承に努
められています。市内
外で民謡を指導し、民
謡の普及に尽力された
功績が認められました。

功 

労 

賞

後
ご

 藤
とう

 恭
きょう

 治
じ

 さん
（神岡地域・83 歳）

【受賞理由】絵画の分野
で活躍し、後進への指
導にも情熱を注いでい
ます。自然を描いた優
美な作品を積極的に出
展し、美術の普及啓発
を進めたほか、芸術文
化協会役員としての功
労が認められました。

功 

労 

賞

故・原
はら

　政
まさ

 雄
お

 さん
（仙北地域・83 歳）

【受賞理由】短詩型文学
に力を注がれ、仙北町
民歌や横堀小学校校歌
を作詞されました。昨
年４月に他界されまし
たが、生涯にわたり俳
句・短歌の発展に尽力
された功労が認められ
ました。

功 

労 

賞

伊
い

 藤
とう

　基
もとい

 さん
（大曲地域・49 歳）

【受賞理由】クラリネッ
ト奏者として県内外に
その名を知られていま
す。大曲室内合奏団や
大曲吹奏楽団のほか、
ソロ、演奏指導者として
も活動し、才能を生かし
た音楽の普及啓発に活
躍が期待されています。

奨 

励 

賞



26

◆
対
象
／
市
内
に
主
た
る
事
務
所

ま
た
は
住
所
が
あ
り
、
市
の
等

級
格
付
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い

な
い
事
業
者
（
建
設
業
の
許
可

の
有
無
、
経
営
組
織
お
よ
び
作
業

員
数
等
は
問
い
ま
せ
ん
）

◆
登
録
業
種
／
①
土
木
一
式
②
大

工
③
左
官
④
電
気
設
備
（
照
明

灯
）
⑤
給
排
水
衛
生
設
備
⑥
板

金
⑦
ガ
ラ
ス
⑧
塗
装
⑨
内
装
仕

上
げ
⑩
建
具
⑪
畳

※ 

登
録
を
希
望
す
る
修
繕
は
、
自
ら
施

工
で
き
る
業
種
と
し
て
く
だ
さ
い
。
一

括
下
請
負
（
丸
投
げ
）
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
名
簿
の
有
効
期
間
／
４
月
１
日

か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

◆
申
請
方
法
／
契
約
検
査
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
に

下
表
の
提
出
書
類
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
必
ず
記
載
内
容
を

説
明
で
き
る
方
が
申
請
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
受
付
期
間
／
３
月
２
日

（
月
）
か
ら
19
日
（
木
）
ま
で
（
土

曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

◆
申
込
受
付
時
間
／
午
前
９
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
】

 

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

 

契
約
検
査
課
契
約
班

 

☎
０
１
８
７
（
63
）
１
１
１
１

内
線
２
６
９
ま
で

小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

　

小
規
模
事
業
者
の
受
注
機
会
の
確
保
と
市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
市
が
発
注
す
る
小
規
模
修
繕
（
容

易
に
実
行
で
き
金
額
が
１
３
０
万
円
以
下
の
も
の
）
の
契
約
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。
審
査
で
認
定
さ
れ
た
事
業
者

は
、
大
仙
市
小
規
模
修
繕
契
約
登
録
名
簿
に
登
載
し
庁
内
に
公
開
。
こ
れ
に
よ
り
市
が
小
規
模
修
繕
を
発
注
す

る
際
の
見
積
依
頼
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
発
注
や
見
積
依
頼
を
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　「広報だいせん」が、（社）日本広報協会主催「平

成 21 年全国広報コンクール」の広報紙市部門
と１枚写真の部に県代表として出品されます。

広報紙の部で３年連続、１枚写真の部では初代

表となります。

　全国広報コンクールは昭和 39 年から実施。
地方自治体の広報活動向上のため各都道府県か

ら選ばれた各種広報作品によって審査が行われ

ます。今年の県審査には、７市町から４部門（広

報紙・ウェブサイト・写真・映像）に 29 作品が出品
され代表が選ばれました。

　当市は昨年の全国広報紙市部門で４席、一昨

年は組み写真の部で６席に入賞しています。広

報紙部門に選ばれた８月 16 日号はＡ４判 40
ページの作品。14ページを充てた特集「メード・
イン・大仙市」では、市内企業や技術者を目指

す若者の挑戦やこだわり、ものづくりの大切さ、

工業関係の助成制度などを検証しました。そし

て、神岡地域で県が進める県内最大規模の工業

団地実現、世界一ブランドとしての大仙市の潜

在能力と可能性を考えました。また、後半では

各地域で進める「農村環境向上活動」にスポッ
トを当て、地域環境の見直し、地域のつながり
強化の必要性を問い直すきっかけとしました。
　１枚写真に選ばれた作品は、９月１日号表紙
に掲載した「二

に

百
ひゃっ

貫
か ん

目
め

御
み

輿
こ し

」。祭りの雰囲気と
御輿の上に乗る人と担ぎ手の力強さ、躍動感を
表現した作品です。
　取材にご協力いただいたみなさん、そして読
んでいただいたみなさんに心から感謝いたしま
す。広報紙は読まれることで、その価値が生ま

れます。創刊号から「手にとってもらい、親し

んで読んでもらえる広報紙」を目指してきた「広

報だいせん」。これからも「市の今を伝え、頑張っ

ている人を応援したい」という思いに変わりは

ありません。

　コンクール出場は、今年度の成果を計る土俵

に登ることができたという意味で非常に励みに

なりますが、目的ではありません。

　全国には「オンリーワンの広報紙」を目指し

ている素晴らしい広報紙がたくさんあります。当

市でもそれら広報紙に一歩でも近づき、そして

「まちの応援団」と呼ぶにふさわしい、世界に一

つ、ここでしか作れない広報紙を目指します。

３年連続  県代表として
全国広報コンクールへ

※建設業許可を取得している方は、証明書を提出してください。

新規登録業者および希望業種を追加登録する業者

大仙市小規模修繕契約希望者登録申請書（様式第１号）

希望する業種を履行するために必要な資格証、許可証等の写し

法人の場合
市税の納税証明書（直前１年分）
商業登記簿謄本（３カ月以内）

個人の場合
市税の納税証明書（平成 20 年度分）
住民票（３カ月以内）

登録更新業者

法人の場合 市税の納税証明書（直前１年分）

個人の場合 市税の納税証明書（平成 20 年度分）

提出書類

 9 1
平成20年9月1日

第82号

夏 

勇
壮
に

夏夏夏夏夏夏夏夏
勇

▲

１
枚
写
真
部
門
「
９
月
１
日
号
」

 8 16
平成20年8月16日

第81号

▲

広
報
紙
市
部
門
「
８
月
16
日
号
」
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第
11
回
酒
遊
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ

な
ん
が
い
参
加
者
募
集

　

焼
き
物
作
り
、
そ
ば
打
ち
な
ど
の

地
域
性
豊
か
な
作
業
体
験
や
長
い
歴

史
を
も
つ
出
羽
鶴
酒
造
の
酒
蔵
見
学

な
ど
を
通
し
て
地
域
文
化
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
楢

岡
焼
体
験
コ
ー
ス
、
村
の
お
も
し
ろ

発
掘
コ
ー
ス
、
そ
ば
打
ち
体
験
コ
ー

ス
の
３
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

各
コ
ー
ス
終
了
後
に
行
わ
れ
る
談

話
交
流
会
に
は
、
和
楽
器
兄
弟
ユ

ニ
ッ
ト
安
藤
兄
弟
が
登
場
。
情
熱
的

で
変
幻
自
在
な
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
３
月
22
日
（
日
）

午
後
０
時
50
分
〜

■
会
場
／
南
外
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
※
大
曲
駅
東
口
か
ら
の
送
迎
バ

ス
も
あ
り
ま
す
。（
午
後
０
時
10
分
出
発
）

■
定
員
／
80
人

■
申
込
受
付
期
限
／
３
月
６
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

実
行
委
員
会 

高
橋
さ
ん

 

☎
０
１
８
７
（
74
）
２
６
１
５

 

ま
で

太田

　就園前の子どもとその家族の方

が対象の「親子遊びの広場」です。

■対象／０歳から６歳までの未

就園のお子さんとその家族

■日時／２月 26 日（木）
午前９時 30 分～
■会場／敬愛館（現地集合）

■申込受付期限／２月24日（火）
【問い合わせ・申し込み】

 おおた子育て支援センター

 ☎ 0187-86-9110 まで

ひなまつり会

大曲

■日時／２月 21 日（土）・22
日（日）午前 10 時～午後３時
■会場／サンクエスト大曲

【問い合わせ】

 サンクエスト大曲

 ☎ 0187-63-5572 まで

桃の節句を楽しもう
サンクエストひなまつり

神岡

　神岡児童クラブに勤務する臨

時職員を募集します。

　詳細はハローワークの求人募

集をご覧ください。

■雇用期間／４月１日から９月

30日まで（その後６カ月ごとに更新）
■就業場所／神宮寺小学校内神

岡児童クラブ

■採用人数／１人

■申込受付期限／３月２日（月）

【問い合わせ・申し込み】

 神岡総合支所市民課

 ☎ 0187-72-4604 まで

指導員募集
神岡児童クラブ

大曲

　東児童クラブに勤務する臨時

職員を募集します。

　詳細はハローワークの求人募

集をご覧ください。

■雇用期間／４月１日から９月

30日まで（その後６カ月ごとに更新）
■就業場所／東大曲小学校内東

児童クラブ

■採用人数／３人

■申込受付期限／２月23日（月）
【問い合わせ・申し込み】

 児童家庭課

 ☎ 0187-63-1111 内線 174まで

指導員募集
東児童クラブ

太田

　詳細は問い合わせください。

■職種／窓口業務及び医療事務

■定員／１人

■応募資格／ 60 歳以下の方
■申し込み方法／履歴書に写真

を添付して提出してください。

■申込受付期限／２月27日（金）
■採用予定／４月１日（水）

【問い合わせ・申し込み】

 太田国保診療所

 ☎ 0187-88-2233 まで

臨時職員を募集
太田国保診療所

大曲

■日時／３月２日（月）午前

10 時～ 11 時 30 分
■会場／花館公民館

【問い合わせ】

 主任児童委員 佐藤久美子さん

 ☎ 0187-63-2013 まで

はなだて広場

酒蔵見学の様子
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どうなる日本の政治、経済
時事経営講習会

　読売新聞特別編集委員の橋本

五郎さんを招いて無料の講演会

を行います。

◆日時／３月６日（金）

午後５時 30 分～７時
◆会場／中仙市民会館（ドンパル）

【問い合わせ・申し込み】

 大仙市商工会本所

 ☎ 0187-75-1041
 FAX0187-75-1273
 大仙市商工会各支所まで

振り込め詐欺撲滅のため
巡回連絡等強化推進期間

　昨年大仙署管内で８件、約750
万円の振り込め詐欺被害が認知

され、今後も「定額給付金」を装っ

た詐欺の発生が懸念されます。

　大仙警察署では、新たに「振

り込め詐欺被害防止対策室」を

設置し、各家庭を訪問して被害

防止を呼びかけています。

　あやしい電話、メール、はが

きなどがあった場合は落ち着い

て警察まで相談ください。

【問い合わせ・相談】

 大仙警察署

 ☎ 0187-63-3355 まで

お気軽に参加ください
大仙市ボランティア研修会

　楽しい行事の企画や交流につ

いての技術を学びます。

◆日時／２月 24 日（火）
午後１時 30 分～４時
◆会場／大曲交流センター

◆申込受付期限／２月20日（金）
◆内容／

【講義】行事の企画や交流ゲー

ムについて

【実技】風船バレー（動きやすい

服装でお越しください）

【問い合わせ・申し込み】

 大仙市社会福祉協議会

 ☎ 0187-63-0277 まで
借金問題を解決へ
多重債務巡回無料相談会

　自らの収入で返済しきれない

ほどの借金を抱え、悩んでいる方

の相談に無料で応じます。（要予約）

◆日時／３月 17 日（火）

午後１時～５時
（申込者多数の場合は18日も開催）

◆会場／東北財務局秋田財務事

務所

◆申込受付期限／３月10日（火）

【問い合わせ・申し込み】

 東北財務局多重債務相談窓口

 ☎ 022-266-5703 まで

この街で暮らしたい
すくのび、ねっと大仙講演会

　「みんなで守る子どもの未来、

みんなで創る優しいまち」を

テーマに講演会を開催します。

障害のある子どもたち、保護者、

地域の方々ができることを一緒

に見つけませんか。
（参加無料ですが席に限りがありま

すので事前に問い合わせください）

◆日時／３月６日（金）

午前 10 時～
◆会場／県立農業科学館

◆講師／社会福祉法人むそう 

下畑伸一郎さん

【問い合わせ】

 すくのび、ねっと大仙 佐藤さん

 ☎ 090-5842-1382 まで

現場の安全を守るため
職長等安全衛生教育講習会

　建設業関係者で労働者を直接

指導、または監督する立場の方

を対象にした職場の安全につい

ての講習会です。

◆期日／３月16日（月）、17日（火）
◆時間／午前９時～午後５時

◆会場／大曲地域職業訓練セン

ター

◆定員／ 30 人
◆受講料／ 8,000 円
◆申込受付期限／３月４日（水）

【問い合わせ・申し込み】

 大曲地域職業訓練センター

 ☎ 0187-62-1726 まで

大曲技術専門校の
スキルアップセミナー

【２級建設業経理士

検定試験準備講習】

期日／３月２日（月）・３日（火）

【MOUS検定Excel受検対策講習】

期日／３月３日（火）・４日（水）

【簿記Ⅰ講習】

期日／３月９日（月）・10 日（火）
【Illustrator によるページェ

曲線でのイラスト作成講習】

期日／３月12日（木）・13日（金）
【電動工具の安全対策と

メンテナンス講習】

期日／３月16日（月）・17日（火）
【簿記Ⅱ講習】

期日／３月16日（月）・17日（火）
【木工業者のための Excel 講習】

期日／３月17日（火）・18日（水）
◆対象／現在仕事をされている方

◆時間／午前９時～午後４時

◆会場／大曲技術専門校

◆定員／各講習 10 人
◆受講料／無料（別途テキスト代）

【問い合わせ・申し込み】

 大曲技術専門校民間訓練支援室

 ☎ 0187-62-6321 まで

自動車の登録手続き
年度末を待たずにお早めに

　年度末、運輸支局の自動車検

査・登録窓口は例年大変混み合

います。特に３月中旬以降は、

自動車税課税基準日（４月１日）

前に名義変更や抹消登録手続き

を行う方々による駆け込み申請

および車検車両の増加により大

変混雑し、申請者の方々には長

時間お待ちいただく状況になっ

ています。

　自動車の諸手続きを予定され

ている方は、年度末前の比較的

混雑の少ない３月上旬ごろまでに

手続きされますようお願いします。

【問い合わせ】

 東北運輸局秋田運輸支局

 ☎ 050-5540-2012 まで
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人　口 92,612 人 （- 49）
　男 43,770 人 （- 21）
　女 48,842 人 （- 28）
世帯数 30,701 世帯 （- 3 ）

人
口
増
減

内
　
　
訳

出　生   56 人
死　亡   121 人
転　入   126 人
転　出   110 人

1/31現在

▼経済成長著しい
1960年代、主人公
たちは生まれた。
“きたるべき21世紀 ”
に彼らは胸高鳴ら
せ、空き地に築いた
秘密基地で “よげん
の書”を書き上げた。

悪の組織がたくらむ人類滅亡計画
に立ち向かい、地球の危機を救う
ヒーローにあこがれていた…▼今
上映中の「20世紀少年」。月面着
陸や大阪万博など自分の少年時代
と時代背景が重なるからか、この
本格科学冒険漫画に結構はまって
いる▼夢と希望に満ちた今世紀、
海の向こうでは初の黒人大統領が
誕生。史上最多 200 万人が彼の
就任演説を聞こうと集まった。“My 
fellow citizens” で始まった 18 分
間の演説では、経済危機などを乗
り切るため「アメリカ再建に取り
かかる」と表明。国民にも「責任
を果たすべき新たな時代」に立ち
向かうよう呼び掛けた▼今号特集の
「地域再生」。私たち一人一人の
行政参加が鍵を握る一方、行政が
何を目指しているのか分からない
という声も取材で聞かれた。市民
の応援団としての広報。県コンクー
ルで３年連続推薦を受けたが、さ
らなる高みを目指したい。　　（し）

日ごろの演芸活動を発表
元気してらがフェスティバル

　太鼓や踊りなど大仙市・仙北

市・美郷町で活動しているグ

ループの発表を行います。大仙

市のグループも多数参加します。

入場料は無料です。

◆日時／２月 22 日（日）
午後１時～（開演）

◆会場／わらび劇場（仙北市）

【問い合わせ】

 NPO法人アート夢ネットあきた

 ☎ 0187-44-3970 まで

総合型地域スポーツクラブ
大曲スポーツクラブ会員募集

　大曲スポーツクラブの 21 年
度会員を募集します。

　健康増進のために、いろいろ

なスポーツにチャレンジしてみ

ませんか。参加回数の多い方に

は、年度内に何度でも利用でき

るフリーパス会員をお勧めしま

す。詳細は問い合わせください。

◆活動種目／ミニテニス、ラー

ジボール卓球、バドミントン、成

人エアロビクス、ウォーキング、

グラウンド・ゴルフ、ミニバスケッ

トボール、スポーツバラエティ（健

康体操）、各種ニュースポーツ

◆年会費／（入会日から年度末ま

で有効）【フリーパス会員】個

人 5,000 円（中学生以上）、ファ
ミリー 8,000 円（１家族何人で
も可）、キッズ 3,000 円（小学生
以下）【一般会員】１回 300 円
※会費はスポーツ保険を含む。

【問い合わせ】

 大曲スポーツクラブ事務局

 （大曲体育館内）

 ☎ 0187-63-1122 まで

３月はこの地域です
電気設備定期調査

　東北電気保安協会大曲事業所

では、各家庭の電気設備を調査

し、結果をお知らせしています。

◆３月の調査対象／【太田地域】

新田田尻、新田街道上、窪関南

【問い合わせ】

 東北電気保安協会大曲事業所

 ☎ 0187-63-4940 まで

参加者募集
第５回秋田県大衆音楽祭

　６月28日（日）に協和市民セン
ター（和ピア）で行われる秋田県

大衆音楽祭の参加者を募集します。

◆申し込み方法／自分が歌っ

た歌を録音したテープに住所・

氏名・年齢・職業・電話番号・

曲目を明記したものと審査料

3,000 円を添えて事務局まで郵
送してください。

◆申込受付期限／３月９日（月）

（消印有効）

【問い合わせ】

 秋田県大衆音楽協会事務局

 ☎ 018-857-2755
 ☎ 080-1818-9552 まで
 〒 011-0943
 秋田市土崎港南１丁目９-38

フッ素の力で虫歯を予防
フッ素洗口推進シンポジウム

　フッ素洗口（フッ化物で口を

ゆすぐことでフッ素が歯に吸収さ

れ虫歯になりにくくなる）は県内

の幼稚園・保育園に加え、小学

校・中学校で推進されています。

　今回、南外西小学校の取り組

みが県内の先駆的取り組みとし

てシンポジウムで紹介されます。

◆日時／２月 26 日（木）
①１時 10 分～講演
「歯科疾患の健康格差とフッ化

物応用」

②２時 25 分～シンポジウム
「県内のフッ素洗口事業の先駆

的取り組みについて」

③３時40分～ディスカッション
◆会場／ルポールみずほ（秋田市）

【問い合わせ】

 秋田県歯科医師会

 ☎ 018-865-8020 まで

訂正とおわび

２月１日号 23 ページ、情報交差点で「交通災害共済・不慮の事故共済」
の共済期間を「平成 21 年３月 31 日から 22 年４月１日まで」とお知
らせしましたが「平成 21 年４月１日から 22 年３月 31 日まで」の誤
りです。訂正しておわびします。
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